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　５月14 日に三重県に発令されていた国の緊急事態宣言は解除されましたが、町民の皆さまには、引き続
き新型コロナウイルス感染拡大防止にご協力いただきますようお願いします。

〇 こまめな手洗い、咳エチケットなどの感染予防対策の徹底
〇 集団感染のリスクが高い「３つの『密』」（密閉空間・密集場所・密接場面）を避ける
〇 「新しい生活様式」および「人との接触を８割減らす、10のポイント」を
　 取り入れた感染症に強い生活様式の実践

▶ 一般的な相談窓口

受付時間：いずれの窓口も午前９時～午後９時　※土・日曜日、祝日も対応

▶ 感染が疑われる方の相談窓口

受付時間：午前９時～午後９時　※土・日曜日、祝日も対応。午後９時～翌午前９時は、

三重県救急医療情報センター ℡ 059（229）1199 にご連絡ください。

＜相談・受診の前に心がけていただきたいこと＞
　● 発熱などの風邪症状が見られるときは、学校や会社を休み、外出を控える。
　● 発熱などの風邪症状が見られたら、毎日、体温を測定して記録しておく。
　● 基礎疾患（持病）をお持ちの方で症状に変化がある方、新型コロナウイルス
　　感染症以外の病気が心配な方は、まずは、かかりつけ医などに電話でご相談ください。

＜同センターにご相談いただく目安＞
　次のいずれかに該当する方は、同センターにご相談ください。 

　●息苦しさ（呼吸困難）、強いだるさ（　怠感）、高熱などの強い症状のいずれかがある場合
　●重症化しやすい方で、発熱や咳などの比較的軽い風邪の症状がある場合
　※重症化しやすい方とは、高齢者、糖尿病、心不全、呼吸器疾患（COPD 等）などの基礎疾患がある方や
　透析を受けている方、免疫抑制剤や抗がん剤などを用いている方

　●上記以外の方で発熱や咳など比較的軽い風邪の症状が続く場合
　（症状が 4日以上続く場合は必ずご相談ください。症状には個人差がありますので、強い症状と思う場合はすぐに相
　談してください。解熱剤などを飲み続けなければならない方も同様です。）
　妊婦の方については、念のため、重症化しやすい方と同様に、早めに同センターなどにご相談ください。
　小児については、小児科医による診察が望ましく、同センターやかかりつけ小児医療機関などに電話でご相談ください。

新型コロナウイルス感染症についての相談窓口

このページについての問い合わせ　本庁福祉保健課地域保健係　℡（46）3122

けんたい

新型コロナウイルス感染症に関する
町民の皆さまへのお願い

尾鷲保健所 ℡ （23）3428

帰国者・接触者相談センター（尾鷲保健所） ℡（23）3428

三重県庁 ℡ 059（224）2339 厚生労働省 ℡（0120）565653
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　「新型コロナウイルス感染症緊急経済対策」において、特別定額給付金が給付されることになりました。

※申請期限を過ぎると受け付けできませんのでご注意ください。

対象

令和２年４月27日において、紀北町の住民基本台帳に記載されている、外国人住民の方を含む、全ての方

申請期限

８月 24日（月）消印有効

※オンライン申請は８月 13日（木）になります。

給付額

給付対象者１人につき10万円

申請・給付方法

　新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、郵送申請またはオンライン申請をお願いします。また、給

付は原則として 申請者本人名義（世帯主）の銀行口座へ振り込みを行います。

※給付は１回限りです。

（１）郵送申請方式

　　  　役場から郵送された申請書に「世帯主」の氏名・生年月日・現住所と振込先口座などを記入し、本人確

　　 認書類の写し、振込先口座の写しとともに、同封された返信用封筒でご郵送ください。

（２）オンライン申請方式（※マイナンバーカード所有の世帯主の方）

　　  　マイナポータル上の特別定額給付金の申請画面において、振込先口座などを入力した上で、振込先口座

　　 の確認書類をアップロードし、電子申請をしてください。

※パソコンから申請の方…申請には ICカードリーダライタが必要です。

※スマートフォンから申請の方…マイナンバーカード読み取り対応の機種に限ります。

専用相談窓口

【場所】東長島公民館（紀伊長島地区）

　　　  町民センター（海山地区）

特別定額給付金担当　℡（47）3388（直通）

【時間】午前９時～午後４時 30 分（土・日曜日、祝日を除く）

※感染症拡大防止のため、郵送・オンラインでの申請に

ご協力をお願いいたします。

『 特別定額給付金 』（10万円支給）のご案内

給付金の詐欺にご注意ください。紀北町や総務省などが電話や郵便、メールで手数料などの振り込み

を求めたり、ATMで操作をお願いすることは絶対にありません。

＜ 詐欺被害の防止について ＞

町民の皆さまへ
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　子育て世帯の生活を支援するため、

一時金を支給します。

申請について
　申請は不要です。
※受給を希望しない場合は、届出書の提出が必要で

す。

◆公務員の方については、申請が必要です。所属庁

からお知らせがあります。

対象
　令和２年４月分（３月分を含む）の児童手当を受

給している方　※特例給付の方は対象外です。

対象児童
　児童手当の令和２年４月分の対象となる児童で

す。※但し、同年３月分の児童手当の対象となって

いる児童であれば、４月から新高校１年生となって

いる場合なども対象となります。

給付額
給付対象児童１人につき1万円
支給方法
　令和２年４月分（３月分を含む）の児童手当を受
給している口座に振り込みます。
注意事項
※児童手当の支給にあたって指定していた口座など

の解約をしており、給付金の支給に支障が生じる恐

れがある場合は、児童手当の振込指定口座の変更手

続きなどをお願いします。

　詳細につきましては、対象者に個別に通知させて

いただいております。

問い合わせ
「子育て世帯への臨時特別給付金」窓口

本庁福祉保健課　　　　　℡（46）3122

海山総合支所福祉環境室　℡（32）3904

　感染症拡大により、特に大きな影響を受けている

事業者に対して、事業の継続を支え、再起の糧となる、

事業全般に広く使える給付金を支給します。

給付対象の主な要件 
● 新型コロナウイルス感染症の影響によりひと月の
売り上げが前年同月比で50％以上減少している事
業者
● 2019年以前から事業による事業収入（売り上げ）を
得ており、今後も事業を継続する意思がある事業者
● 法人の場合
① 資本金の額または出資の総額が10億円未満 
② 上記の定めがない場合、常時使用する従業員の数
が2,000人以下である事業者
申請期間
令和３年１月 15日（金）まで

申請方法
　パソコンやスマートフォンからオンライン申請と

なります。

給付額
中小法人などは200万円、個人事業者などは100万円

※ただし、昨年１年間の売り上げからの減少分を上

限とします。

＜売上減少分の計算方法＞
前年の総売り上げ（事業収入）ー（前年同月比 ▲

50％月の売り上げ×12カ月）

問い合わせ
持続化給付金事業コールセンター　℡（0120）115570

【 IP電話専用回線】　℡03（6831）0613
受付時間　午前 8時 30分～午後７時

（６月中は、土・日曜日も受け付けします）

町民の皆さまへ

事業者の皆さまへ

令和２年度  『 子育て世帯への臨時特別給付金 』のご案内

 『 持続化給付金 』のご案内
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＜民間金融機関による信用保証付融資＞
　● セーフティネット保証４号・５号

　● 危機関連保証

　● 三重県新型コロナウイルス感染症対応資金

　　 経営の安定に支障が生じている中小企業者を対象に資金繰りを支援

　　 問い合わせ

　　 三重県信用保証協会　℡059（229）6011

＜政府系金融機関による融資＞
　● セーフティネット貸付

　　 社会的、経済的環境の変化などの外的要因により、一時的に売り上げの減少など業績悪化を来している中

　　 小企業者の経営基盤の強化を支援する融資制度

 　● 新型コロナウイルス感染症特別貸付

 　　 新型コロナウイルス感染症の影響を受けて一時的な業績悪化を来たしている方を対象に、無担保で設備資 

　　  金、 運転資金を支援する融資制度

　　 問い合わせ

　　 日本政策金融公庫事業資金相談ダイヤル

　 　【平日】　℡（0120）154505　 【休日】　℡（0120）112476（国民生活事業）　℡（0120）327790（中小企業事業）

　● 新型コロナウイルス対策マル経融資

　 　商工会・商工会連合会の経営指導員による経営指導を受けた小規模事業者に対して、日本政策金融公庫な

　　どが無担保・無証人で融資を行う制度

　　 問い合わせ

　　 日本政策金融公庫津支店　℡059（227）5211

　　 みえ熊野古道商工会　　　℡（47）0576

　● 商工中金による危機対応融資

　 　商工組合中央金庫が、新型コロナウイルス感染症による影響を受け業況が悪化した事業者に対し、危機対

　　 応融資による資金繰り支援を実施

　　 問い合わせ

　　 商工組合中央金庫相談窓口　℡（0120）542711

その他資金繰り支援全般に関する問い合わせ　中小企業金融・給付金相談窓口　℡0570（783）183

事業者の皆さまへ

『 融 資 』のご 案 内
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に
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。
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　 ３ 月 定 例 会 は 、 ３ 月 ３ 日 か ら １ ８ 日 ま で の １ ６

日 間 の 会 期 で 開 催 さ れ ま し た 。

　 今 回 の 定 例 会 で は 、 条 例 制 定 ・ 改 正 や 令 和 ２ 年

度 予 算 な ど の 町 長 提 出 議 案 ３ ４ 件 を 審 議 し ま し

た 。

　 ３ 月 ３ 日 の 開 会 日 に は 、 施 政 方 針 演 説 の あ と 、

議 案 に つ い て の 提 案 説 明 お よ び 内 容 説 明 が 行 わ

れ ま し た 。

　  ３ 月 ４ 日 に は 、 各 議 案 に 対 す る 質 疑 が 行 わ れ 、

議 案 を 各 常 任 委 員 会 に 付 託 し ま し た 。

　 １ ６ 日 、 １ ７ 日 に は 、 ９ 名 の 議 員 が 一 般 質 問 を

行 い 、 最 終 日 の １ ８ 日 に は 、 各 常 任 委 員 長 か ら 付

託 さ れ た 議 案 の 審 査 経 過 と 結 果 の 報 告 、 質 疑 、 討

論 が 行 わ れ 、 議 案 ３ ３ 件 と 追 加 議 案 を １ 件 可 決 し

て 閉 会 し ま し た 。

令
和
２
年
３
月

議
会
定
例
会
一
般
質
問

《 令和２年３月定例会 》
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町
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と
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に
し
て
、
協
議
、
情

報
交
換
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行
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も
に
、
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要
な

帳
簿
類
の
整
備
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実
績
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提
出

を
行
う
こ
と
。

　

本
事
業
の
拠
点
と
な
る
施
設
や
必

要
な
備
品
類
を
確
保
、
整
備
し
、
安

定
し
た
運
行
が
確
保
で
き
る
こ
と
。

　

こ
れ
ら
の
要
件
を
満
た
し
た
者
は
、

現
時
点
で
は
三
重
交
通
が
最
適
で
あ

る
と
判
断
を
し
た
た
め
で
す
。

③
運
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
意
思

の
有
無
を
、
尾
鷲
市
、
大
台
町
、
大

紀
町
の
全
て
の
一
般
乗
合
・
乗
用
事

業
者
に
確
認
し
ま
し
た
。

④
予
算
の
範
囲
内
で
軽
微
な
変
更
で

あ
れ
ば
、
そ
の
都
度
変
更
す
る
こ
と

も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
が
、
大
き
な
改
善
を
要
す
る

も
の
、
予
算
を
要
す
る
も
の
で
あ
れ

ば
、
議
会
の
議
決
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
議
会
へ
提
案
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

柴
田
洋
巳 

議
員

尾
上
町
長
の
物
事
の
本

質
の
と
ら
え
方
に
つ
い

て問
　

臨
時
議
会
で
生
活
環
境
の

保
全
に
関
す
る
条
例
の
罰
則

規
定
が
可
決
さ
れ
た
あ
と
、「
今
回

の
罰
則
規
定
で
完
全
な
条
例
に
な

る
」
と
尾
上
町
長
が
記
者
発
表
し
ま

し
た
。
こ
の
条
例
を
、
今
で
も
完
全

な
条
例
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
か
。

答　
町
長　
議
員
か
ら
も
罰
則

規
定
を
入
れ
て
は
ど
う
か
と

の
意
見
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

私
も
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
と
こ

ろ
で
し
た
の
で
、
よ
り
完
全
な
条
例

に
な
っ
た
と
の
意
味
で
す
。

欠
陥
だ
ら
け
の
生
活
環

境
の
保
全
に
関
す
る
条

例
を
問
い
た
だ
す

問
　

な
ぜ
紀
北
町
の
こ
と
を
思

い
、
一
生
懸
命
い
ろ
い
ろ
提

案
し
て
く
れ
た
人
た
ち
の
意
見
を
聞

か
な
い
で
、
弁
護
士
だ
け
の
意
見
で

条
例
を
つ
く
っ
た
の
か
お
聞
き
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

答　
町
長　
町
条
例
は
、
専
門

家
の
関
与
に
よ
っ
て
提
案
さ

れ
た
も
の
を
ど
う
行
政
手
続
き
に
取

り
入
れ
て
い
く
か
の
観
点
で
策
定
を

し
て
い
ま
す
。
行
政
手
続
き
や
行
政

訴
訟
な
ど
の
専
門
知
識
も
持
つ
弁
護

士
の
関
与
を
得
た
も
の
で
す
が
、
そ

の
あ
と
、
県
で
土
砂
な
ど
に
関
す
る

条
例
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
環
境
審

議
会
の
中
に
は
専
門
家
も
入
っ
て
議

論
を
し
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
、

内
容
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、
紀
北

町
と
同
じ
よ
う
な
文
言
に
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
欠
陥
だ
ら
け
の
生
活

環
境
の
保
全
に
関
す
る
条
例
と
い
う

こ
と
に
は
あ
た
ら
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

町
民
セ
ン
タ
ー
解
体
に

伴
う
移
転
計
画
に
つ
い

て問
　

海
山
図
書
室
は
、
ふ
な
つ

幼
稚
園
を
廃
園
に
し
、
そ
こ

に
移
転
さ
せ
れ
ば
、
旧
引
本
小
学
校

へ
の
移
転
費
用
、
改
修
工
事
費
は
い

ら
な
く
な
り
ま
す
。
社
会
福
祉
協
議

会
海
山
支
所
の
引
本
浦
へ
の
移
転
は

社
協
を
訪
ね
る
多
く
の
高
齢
者
に

と
っ
て
大
き
な
ハ
ン
デ
と
な
り
不
適

格
で
す
。
私
の
提
案
に
つ
い
て
お
答

え
く
だ
さ
い
。

答　
町
長　
旧
引
本
小
学
校

の
廃
校
活
用
に
つ
き
ま
し
て

は
、
地
域
の
活
性
化
や
町
の
発
展
に

つ
な
げ
、
地
域
に
活
気
と
に
ぎ
わ
い

を
取
り
戻
し
た
い
と
い
う
強
い
思
い

で
取
り
組
ん
で
お
り
、
少
子
高
齢
化

が
進
む
本
町
で
、
支
え
合
い
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
の

た
め
に
、
高
齢
者
を
地
域
全
体
で
支

え
る
体
制
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
引
本
浦
地
区
を
「
地
域
共
生
社

会
」
実
現
の
モ
デ
ル
地
区
に
し
た
い

と
い
う
強
い
思
い
か
ら
、
社
会
福
祉

協
議
会
と
移
転
を
検
討
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

東
紀
州
広
域
ご
み
処
理

施
設
、尾
鷲
総
合
病
院
、

新
公
共
交
通
に
つ
い
て

問
　

親
密
な
関
係
に
あ
る
紀
北

町
と
尾
鷲
市
は
、
目
の
前
に

差
し
迫
っ
て
い
る
東
紀
州
広
域
ご
み

処
理
施
設
計
画
、
尾
鷲
総
合
病
院
経

営
の
安
定
、
公
共
交
通
の
広
域
化
問

題
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、少
子
高
齢
、

人
口
減
少
、
過
疎
を
考
え
る
と
、
合

併
協
議
会
を
設
立
す
る
と
き
に
き
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
私
の
考
え
に
つ
い
て
の
答
弁
を

求
め
ま
す
。

答　
町
長　
合
併
を
前
提
と
し

て
こ
う
い
っ
た
事
業
を
進
め

て
い
く
気
は
、
現
時
点
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

行
政
報
告
会
に
つ
い
て

問
　

行
政
報
告
会
は
マ
ン
ネ
リ

化
し
、
形
式
的
で
形
骸
化
し

て
い
ま
す
。
住
民
生
活
に
直
接
関
わ

る
各
課
長
が
課
の
主
な
仕
事
の
内

容
、
取
り
組
み
方
、
進
め
方
を
丁
寧

に
住
民
に
説
明
し
、
理
解
を
求
め
る

ほ
う
が
住
民
に
真
剣
さ
が
よ
く
伝
わ

り
、協
力
が
得
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
考
え
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す

か
。答　

町
長　
マ
ン
ネ
リ
化
と
い

わ
れ
れ
ば
、
そ
う
い
う
部

分
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
の
で
、

も
っ
と
分
か
り
や
す
い
、
興
味
の
持

て
る
よ
う
な
行
政
報
告
会
に
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
の
で
在
り
方
に
つ
い

て
は
、
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
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瀧
本
攻 

議
員

古
里
温
泉
及
び
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
補
助
金
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て

問
　

①
古
里
温
泉
に
つ
い
て
は

今
の
段
階
で
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
ま
す
か
。

②
改
修
計
画
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に

お
願
い
す
る
の
で
す
か
。

③
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
の
令
和

２
年
度
の
予
算
額
を
決
め
る
に
あ
た

っ
て
、
担
当
課
長
な
ど
と
相
談
を
さ

れ
た
の
か
ど
う
か
お
聞
き
し
ま
す
。

④
補
助
対
象
外
の
種
目
に
つ
い
て
は

改
正
し
ま
し
た
か
。

答　
町
長　
①
施
設
が
で
き
て

か
ら
20
年
以
上
経
過
し
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
も
必
要
と
思
い
ま
す
。

そ
の
こ
と
も
踏
ま
え
、
当
初
予
算
に

改
修
計
画
策
定
業
務
委
託
料
を
計
上

し
ま
し
た
の
で
、
お
認
め
い
た
だ
い

た
ら
、
改
修
に
向
け
本
格
的
な
検
討

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

②
職
員
の
意
見
を
取
り
ま
と
め
て
か

ら
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
意
見
を
い

た
だ
く
と
い
う
形
に
な
ろ
う
か
と
思

い
ま
す
。

③
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
に
つ
い
て

は
、
職
員
と
も
い
ろ
い
ろ
議
論
し
な

が
ら
５
０
０
万
円
と
い
う
金
額
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

④
種
目
な
ど
に
つ
い
て
は
改
正
し
て

い
ま
せ
ん
。

町
の
財
政
に
つ
い
て

問
　

①
令
和
元
年
度
の
財
政
の

状
況
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

②
令
和
元
年
度
で
補
正
予
算
を
６
回

行
い
、
当
初
の
予
算
か
ら
は
３
億
円

減
っ
て
い
ま
す
。
財
政
の
見
通
し
が

甘
い
の
で
は
な
い
で
す
か
。

③
会
社
で
い
え
ば
財
務
諸
表
が
い
ち

ば
ん
大
事
で
す
。
こ
の
資
料
を
公
開

し
な
い
と
町
の
財
政
が
ど
う
な
っ
て

い
る
か
と
い
う
こ
と
は
分
か
り
ま
せ

ん
。
借
金
は
、
地
方
債
や
い
ろ
ん
な

も
の
を
含
め
て
１
２
０
億
円
ぐ
ら
い

あ
り
ま
す
。
そ
れ
の
大
体
20
億
円
ぐ

ら
い
が
実
質
的
な
借
金
と
い
う
こ
と

で
よ
ろ
し
い
で
す
か
。

④
１
町
換
算
に
よ
り
、
交
付
税
は
ど

れ
だ
け
減
額
に
な
り
ま
す
か
。

答　
町
長　
①
令
和
元
年
度

の
財
政
の
予
想
に
つ
い
て

は
、
当
初
予
算
で
は
、
財
源
不
足
を

補ほ
て
ん塡

す
る
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
は

９
億
８
，
６
９
５
万
５
千
円
で
し

た
が
、
３
月
補
正
後
で
は
５
億
６
，

６
０
３
万
３
千
円
と
な
り
、
約

４
億
２
千
万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

基
金
残
高
の
増
加
な
ど
に
よ
り
改
善

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
近
年
、
当
初
予

算
編
成
時
に
は
多
額
の
財
源
不
足
が

生
じ
て
お
り
、
財
政
状
況
は
引
き
続

き
厳
し
い
状
況
で
す
。
令
和
元
年

度
末
で
財
政
調
整
基
金
が
14
億
９
，

８
２
８
万
８
千
円
と
な
る
見
込
み
で

す
。

②
３
億
円
減
少
し
て
い
る
原
因
で
す

が
、
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化

事
業
が
繰
り
越
し
に
な
り
、
そ
の
分

の
３
億
５
，
８
５
８
万
７
千
円
が
減

額
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。

③
財
政
健
全
化
法
で
残
高
に
対
す
る

交
付
税
の
算
入
割
合
で
算
定
す
る
と
、

平
成
29
年
度
の
地
方
債
残
高
に
対
す

る
交
付
税
の
算
入
割
合
が
83
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。
町
の
実
際
の
負
担
は
、

地
方
債
残
高
の
17
％
に
な
り
ま
す
の

で
議
員
の
い
う
大
体
20
億
円
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

財
政
課
長 　
④
令
和
元
年
度
に
合

併
算
定
替
え
の
３
割
と
し
て
交
付
さ

れ
た
金
額
は
５
，
６
６
０
万
７
千
円

で
す
。
令
和
３
年
度
に
１
町
換
算
さ

れ
ま
す
と
こ
の
金
額
が
減
額
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

町
の
経
済
と
町
の
方
向

性
に
つ
い
て

問
　

町
長
は
、
み
ん
な
が
潤
い

や
す
ら
ぎ
と
笑
顔
が
つ
く
れ

る
ま
ち
づ
く
り
と
言
っ
て
い
ま
す

が
、
健
康
な
ど
に
あ
ま
り
に
も
重
点

を
置
き
過
ぎ
て
い
ま
す
。
地
元
の
経

済
を
よ
く
す
る
案
が
あ
り
ま
せ
ん
。

町
の
経
済
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く

つ
も
り
で
す
か
。

答　
町
長　
町
の
経
済
対
策
は

た
い
へ
ん
至
ら
な
い
と
い
う

よ
う
な
こ
と
で
す
が
、
第
２
次
総
合

計
画
、
地
方
創
生
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
総
合
戦
略
、
こ
う
い
っ
た
も
の

を
着
実
に
進
め
な
が
ら
が
ん
ば
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
議

員
か
ら
見
れ
ば
、
経
済
対
策
に
つ
い

て
生
ぬ
る
い
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

わ
れ
わ
れ
は
、
議
員
の
皆
さ
ま
の
ご

意
見
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、
一
生
懸

命
が
ん
ば
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

田
島
明
良 

議
員

紀
北
町
に
お
け
る
公
共

交
通
の
将
来
像
に
つ
い

て問
　

①
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
の

実
証
事
業
「
え
が
お
」
が
始

ま
り
、
ス
タ
ー
ト
し
て
約
１
カ
月
間

で
す
が
、
評
価
・
意
見
な
ど
、
詳
細

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

②
実
証
実
験
中
に
乗
客
の
要
望
を
聞

き
、
内
容
を
検
討
し
、
修
正
す
る
と

の
考
え
を
示
し
ま
し
た
が
、
い
つ
、

何
を
、
誰
が
検
討
し
修
正
す
る
の
か
。

企
画
課
だ
け
で
な
く
議
員
も
入
れ
た

会
議
を
要
請
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
年
間
計
画
を
立
て
て
い
る
の

で
し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

③
「
い
こ
か
バ
ス
」
を
さ
ら
に
発
展

さ
せ
、
交
通
空
白
地
区
に
対
し
て
張

り
巡
ら
せ
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
ど
う
お
考
え
で
す
か
。
ま
た
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
も
活
用
し
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

答　
町
長　
①
利
用
者
に
対
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、

「
あ
り
が
た
い
」、「
助
か
る
」
と
い

う
意
見
が
大
半
で
す
が
「
毎
週
電
話
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し
な
く
て
も
予
約
で
き
る
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
意
見
も
あ
り

ま
す
。
運
行
時
間
に
つ
い
て
は
、「
早

朝
、
夜
間
の
Ｊ
Ｒ
や
バ
ス
に
合
わ
せ

た
運
送
を
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
意

見
や
、
運
行
範
囲
に
つ
い
て
は
「
町

外
（
特
に
尾
鷲
総
合
病
院
）
ま
で
送

迎
し
て
も
ら
い
た
い
」と
い
う
意
見
、

運
賃
に
つ
い
て
は
「
年
金
生
活
者
に

は
料
金
が
高
い
」
と
い
っ
た
意
見
も

あ
り
ま
し
た
。

②
乗
客
や
議
員
の
皆
さ
ま
な
ど
の
貴

重
な
ご
意
見
は
、
今
後
の
新
交
通
シ

ス
テ
ム
の
在
り
方
の
参
考
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
議
員

の
皆
さ
ま
と
は
、
議
場
や
全
員
協
議

会
、
委
員
会
で
の
一
般
質
問
な
ど
で

ご
意
見
を
い
た
だ
け
る
も
の
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
後
、
事
業
の
結
果
な

ど
を
踏
ま
え
て
、
し
っ
か
り
と
し
た

年
間
計
画
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

③「
い
こ
か
バ
ス
」
の
コ
ー
ス
や
バ

ス
停
、
時
間
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

新
交
通
シ
ス
テ
ム
実
証
実
験
の
検
証

結
果
と
併
せ
て
、
慎
重
に
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ス
ク

ー
ル
バ
ス
の
利
用
は
、
小
学
校
、
中

学
校
の
下
校
時
間
の
違
い
に
よ
り
、

利
用
で
き
る
時
間
帯
が
少
な
い
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
バ
ス
を
臨
時
で
利
用

す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

ま
す
が
、
検
討
は
行
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

問
　

①
空
き
家
の
中
で
も
、
倒

壊
し
そ
う
な
家
屋
の
近
く
に

住
む
方
た
ち
に
と
っ
て
、
台
風
、
暴

風
の
と
き
に
何
が
飛
ん
で
く
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
こ
う
い
う
不
安
を
払ふ

っ

拭し
ょ
く

す
る
手
立
て
を
持
っ
て
い
ま
す

か
。

②
住
民
か
ら
解
体
補
助
金
制
度
に
つ

い
て
の
要
望
や
相
談
は
あ
り
ま
し
た

か
。答　

町
長　
①
倒
壊
し
そ
う
な

家
屋
で
近
隣
に
影
響
が
あ
る

場
合
に
は
、
法
律
に
基
づ
き
、
ま
ず

は
所
有
者
の
方
に
対
し
て
通
知
を
行

い
、
今
後
の
管
理
な
ど
に
つ
い
て
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
に
対
し

て
一
向
に
改
善
の
兆
し
が
見
ら
れ
な

い
案
件
は
、
空
家
等
対
策
協
議
会
へ

諮
問
し
た
上
で
、
特
定
空
家
等
に
認

定
し
、
所
有
者
に
対
し
、
倒
壊
や
飛

散
し
な
い
よ
う
に
法
律
に
従
っ
て
改

善
を
促
し
て
い
ま
す
。
周
辺
の
生
活

環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
た
め

に
も
、
所
有
者
な
ど
に
対
し
て
根
気

よ
く
改
善
を
促
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

②
住
民
の
方
か
ら
は
、
最
近
６
件
の

問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
制
度
の
内
容

を
説
明
し
、
耐
震
診
断
を
受
け
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
お

伝
え
し
て
い
ま
す
。

合
葬
式
墓
地
（
共
同
墓

地
）
に
つ
い
て

問
　

①
本
町
で
も
合
葬
式
墓
地

を
実
現
す
る
よ
う
な
考
え
を

お
持
ち
で
し
ょ
う
か
。

②
町
営
墓
地
に
は
空
き
区
画
は
何
区

画
あ
り
ま
す
か
。

答　
町
長　
①
納
骨
堂
な
ど
を

擁
し
た
よ
う
な
合
葬
式
墓
地

の
整
備
を
行
う
と
い
う
よ
う
な
考
え

は
、
今
の
と
こ
ろ
持
ち
合
わ
せ
て
い

ま
せ
ん
。

②
町
営
墓
地
内
の
空
い
て
い
る
区
画

で
す
が
、
永
代
供
養
塔
が
あ
る
場
所

に
、
継
承
者
が
不
在
と
な
っ
て
し
ま

っ
た
故
人
の
た
め
の
わ
ず
か
な
区
画

は
あ
り
ま
す
。

岡
村
哲
雄 

議
員

地
域
公
共
交
通
に
つ
い

て問
　

地
域
公
共
交
通
は
、
交
通

空
白
地
域
を
中
心
に
、
通
院
、

買
い
物
に
困
っ
て
い
る
住
民
を
は
じ

め
、
全
て
の
住
民
が
安
心
し
て
安
全

に
利
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。

①
実
証
実
験
後
、
半
年
以
上
の
検
証

期
間
を
設
け
、
慎
重
な
検
証
が
必
要

と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
地
域
住
民
の

意
見
を
取
り
入
れ
や
す
く
す
る
た
め
、

住
民
自
ら
が
運
行
形
態
の
決
定
に
関

与
で
き
る
運
営
シ
ス
テ
ム
が
望
ま
し

い
と
考
え
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

②
今
後
、
目
指
す
べ
き
地
域
公
共
交

通
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
島
勝
浦

路
線
が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
も
聞

い
て
お
り
、
尾
鷲
市
と
の
相
互
乗
り

入
れ
も
含
め
、
白
紙
の
状
態
か
ら
考

え
ら
れ
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
関
係
市

町
の
住
民
、
事
業
者
、
議
員
な
ど
を

メ
ン
バ
ー
と
し
た
研
究
組
織
の
立
ち

上
げ
を
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

答　
町
長　
①
実
証
実
験
後
の

検
証
は
、
利
用
者
の
皆
さ
ま

か
ら
の
ご
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
、
大

学
な
ど
に
委
託
し
て
、
事
業
の
検
証

と
助
言
を
い
た
だ
く
予
定
で
、
そ
の

後
、
紀
北
町
の
地
域
公
共
交
通
会
議

に
諮
っ
て
ご
意
見
を
い
た
だ
く
予
定

で
、
改
良
点
な
ど
も
出
て
く
れ
ば
、

そ
の
間
に
検
討
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
で
き
れ
ば
本
格
運
行
も
継
続
し

て
や
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
で

す
。

②
私
と
し
て
は
、
今
の
公
共
交
通
を

残
し
な
が
ら
ど
う
す
る
か
が
必
要
だ

と
思
っ
て
お
り
、
三
重
交
通
が
撤
退

す
る
よ
う
な
事
態
に
な
ら
な
い
よ
う

利
用
促
進
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
議

員
の
審
議
会
委
員
就
任
は
、
議
会
改

革
の
中
で
原
則
就
任
は
し
な
い
よ
う

に
な
っ
た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

紀
北
町
生
活
環
境
の
保

全
に
関
す
る
条
例
に
つ

い
て

問
　

三
重
県
と
尾
鷲
市
が
４
月

１
日
か
ら
施
行
す
る
土
砂
な
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ど
の
埋
め
立
て
な
ど
の
規
制
に
関
す

る
条
例
と
紀
北
町
の
生
活
環
境
の
保

全
に
関
す
る
条
例
の
関
係
に
つ
い

て
、
県
や
尾
鷲
市
の
条
例
と
整
合
性

を
図
る
た
め
に
紀
北
町
の
条
例
を
改

正
す
る
必
要
は
な
い
の
で
す
か
。

　

ま
た
、
現
在
、
土
砂
な
ど
の
埋
め

立
て
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
事
業

終
了
後
の
崩
落
の
対
策
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

答　
町
長　
尾
鷲
市
は
、
土
砂

な
ど
に
関
す
る
条
例
を
三
重

県
と
同
じ
よ
う
な
時
期
に
同
じ
よ
う

に
制
定
し
て
き
ま
し
た
の
で
、
同
様

の
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
紀
北

町
は
、
上
里
地
区
の
汚
染
土
壌
処
理

施
設
の
問
題
か
ら
生
活
環
境
全
体
に

対
す
る
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
の

で
、
そ
の
部
分
で
違
い
が
出
る
の
は

仕
方
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
終
了
後
ど
う
な
る
か
に
つ

い
て
は
、
行
政
と
し
て
し
っ
か
り
と

監
視
し
て
い
く
し
か
な
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
ご
理
解
の
ほ
ど
お
願
い
し

ま
す
。

ご
み
処
理
問
題
に
つ
い

て問
　

①
広
域
ご
み
処
理
施
設
の

計
画
に
つ
い
て
、
12
月
議
会

か
ら
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

　

ま
た
、
建
設
費
の
各
市
町
の
負
担

割
合
は
ど
の
よ
う
に
案
分
さ
れ
る
の

で
す
か
。

②
東
紀
州
５
市
町
で
比
較
す
る
と
紀

北
町
の
ご
み
処
理
量
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
理
由
と
ご
み
減
量

化
の
対
策
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
①
施
設
計
画
に
つ

い
て
は
、
以
前
の
報
告
か
ら

進
展
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
負
担
の
割
合
は
一
般
的
に

均
等
割
り
、
人
口
割
り
、
搬
入
す
る

処
理
量
割
り
な
ど
か
ら
議
論
さ
れ
て

い
く
の
が
通
常
だ
と
思
い
ま
す
。

②
紀
北
町
は
事
業
系
の
ご
み
が
多
く
、

理
由
と
し
て
は
介
護
保
険
施
設
や
病

院
の
病
床
数
が
多
い
こ
と
や
、
交
流

人
口
の
多
い
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

環
境
管
理
課
長　　
②
ご
み
処
理
量

の
削
減
は
、
経
費
の
削
減
と
連
動
す

る
と
考
え
て
お
り
、
新
し
い
処
理
施

設
、
処
理
方
式
が
決
ま
れ
ば
、
そ
れ

に
応
じ
た
方
策
を
講
じ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

近
澤
チ
ヅ
ル 

議
員

地
域
医
療
に
つ
い
て

問
　

①
地
域
医
療
構
想
は
、

２
０
２
５
年
、
医
療
救
急
体

制
の
あ
る
べ
き
姿
を
描
い
た
も
の

で
、
入
院
で
き
る
病
床
数
を
各
地
で

管
理
す
る
計
画
の
一
つ
で
す
。

　

三
重
県
の
東
紀
州
地
域
医
療
構
想

も
２
０
１
５
年
度
か
ら 

10
年
の
間
に

病
床
数
を
４
割
程
度
も
少
な
く
す
る

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
現
状
と
町

長
の
認
識
を
お
伺
い
し
ま
す
。

②
尾
鷲
総
合
病
院
に
対
す
る
財
政
支

援
は
、
大
い
に
評
価
を
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
た
い
せ
つ

な
こ
と
は
、
財
政
支
援
だ
け
で
な
く
、

利
用
者
で
あ
る
住
民
の
声
も
届
け
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の
尾

鷲
総
合
病
院
に
対
す
る
見
解
を
お
伺

い
し
ま
す
。

答　
町
長　
①
現
在
、
東
紀
州

地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
に

お
い
て
、
東
紀
州
地
域
に
お
け
る
人

口
推
計
、
患
者
の
受
療
動
向
、
医
療

機
関
の
病
床
数
や
ア
ク
セ
ス
時
間
な

ど
の
要
素
を
勘
案
し
、
紀
北
医
師
会

を
は
じ
め
と
す
る
各
医
療
機
関
や
関

係
市
町
と
連
携
を
図
り
、
医
療
機
能

ご
と
に
対
応
す
る
病
床
数
な
ど
に
つ

い
て
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
医
療
構
想
に
お
け
る
尾
鷲
総

合
病
院
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
急
性

期
機
能
を
当
面
維
持
し
、
回
復
期
機

能
の
充
実
を
図
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

尾
鷲
総
合
病
院
は
平
成
31
年
４
月
か

ら
回
復
期
機
能
の
地
域
包
括
ケ
ア
病

棟
を
開
設
し
、
地
域
医
療
構
想
に
沿

っ
た
機
能
転
換
を
図
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

②
尾
鷲
総
合
病
院
は
、
こ
の
地
域
に

と
っ
て
、
中
核
病
院
と
し
て
な
く
て

は
な
ら
な
い
病
院
で
あ
り
、
こ
れ
を

維
持
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
は
た

い
へ
ん
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

救
急
医
療
を
守
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
こ
と
で
、
今
回
少
し
援
助
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
住
民
の
声

に
つ
い
て
は
、
届
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

ご
み
問
題
（
東
紀
州
広

域
処
理
）
に
つ
い
て

問
　

①
国
は
大
量
生
産
、
大
量

消
費
、
大
量
廃
棄
で
出
た
も

の
を
い
か
に
処
理
し
て
い
く
か
。
そ

の
大
量
の
廃
棄
物
を
処
理
で
き
る
施

設
づ
く
り
に
巨
額
な
税
金
を
投
入
し

て
お
り
、
大
型
で
最
新
鋭
の
浪
費
型

施
設
の
建
設
を
促
進
し
、
拡
大
生
産

責
任
無
視
の
方
向
に
か
じ
を
切
っ
て

い
る
と
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
こ
の

国
の
ご
み
行
政
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
認
識
さ
れ
て
い
る
の
か
お
伺
い
し

ま
す
。

②
一
部
事
務
組
合
に
よ
る
広
域
処
理

は
、
住
民
の
意
見
が
届
き
に
く
く
、

最
終
責
任
の
所
在
が
不
明
に
な
り
、

自
治
体
の
責
任
放
棄
を
招
く
こ
と
は

な
い
の
か
、
広
域
処
理
の
問
題
点
と

実
態
に
つ
い
て
町
長
の
見
解
を
お
伺

い
し
ま
す
。

③
一
人
一
人
が
ご
み
の
減
量
に
取
り

組
む
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
ご
み
減

量
の
計
画
を
立
て
る
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
が
、
見
解
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　

町
で
は
、
電
動
の
生
ご
み
処
理
機

の
購
入
に
対
し
、
上
限
３
万
円
の
半

額
助
成
を
し
て
い
ま
す
が
、
１
万
円

で
買
え
る
よ
う
な
制
度
に
拡
充
は
で

き
ま
せ
ん
か
。

答　
町
長　
①
国
内
に
お
い
て

は
、
循
環
型
社
会
を
目
指
し

て
お
り
、
そ
れ
は
資
源
の
消
費
の
抑

制
を
図
り
、
よ
っ
て
環
境
負
荷
の
低

減
を
図
る
と
い
う
社
会
で
す
。
一
般

廃
棄
物
の
処
理
に
責
任
を
負
う
町
と
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し
て
は
、
公
衆
衛
生
を
保
持
す
る
た

め
に
廃
棄
物
の
処
理
施
設
の
整
備
、

運
営
は
必
要
不
可
欠
で
、
そ
の
目
的

達
成
の
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
型

廃
棄
物
処
理
施
設
な
ど
の
建
設
を
目

指
す
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
交
付
金

が
得
ら
れ
る
循
環
型
社
会
形
成
推
進

交
付
金
制
度
の
利
用
も
念
頭
に
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

②
５
市
町
で
広
域
事
務
組
合
を
設
立

す
れ
ば
、
そ
こ
が
最
終
責
任
を
持
つ

こ
と
に
な
り
ま
す
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

市
町
の
議
員
も
入
り
ま
す
の
で
、
住

民
の
意
見
な
ど
も
反
映
で
き
る
よ
う

な
シ
ス
テ
ム
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

環
境
管
理
課
長 　
③
ご
み
を
分
別

し
て
減
量
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
の

で
、
全
て
の
ご
家
庭
に
家
庭
ご
み
減

量
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
配
布
し
て
減
量

を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
資
源
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
町
内
各
所
に
設

置
し
て
出
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

町
長　
③
生
ご
み
処
理
機
の
助
成
に

つ
い
て
は
、
そ
う
い
っ
た
声
が
増
え

て
く
れ
ば
、
検
討
も
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

入
江
康
仁 

議
員

お
で
か
け
応
援
サ
ー
ビ

ス
「
え
が
お
」
に
つ
い

て問
　

①
運
行
状
況
と
利
用
者
か

ら
の
反
響
な
ど
に
つ
い
て
お

聞
き
し
ま
す
。

②
実
証
実
験
後
、
交
通
シ
ス
テ
ム
を

ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
つ
も
り
か
お

聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
①
２
月
17
日
か
ら

３
月
３
日
ま
で
の
利
用
状
況

や
ご
利
用
さ
れ
た
方
の
ご
意
見
な
ど

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

利
用
延
べ
人
数
は
、
海
山
地
区
14

人
、
紀
伊
長
島
地
区
34
人
の
合
計
48

人
に
な
り
ま
す
。
１
日
当
た
り
の
平

均
利
用
者
数
は
、海
山
地
区
０
・88
人
、

紀
伊
長
島
地
区
２
・
13
人
、
合
計
３

人
に
な
り
ま
す
。
地
区
別
の
利
用
に

つ
い
て
は
、
海
山
地
区
は
引
本
浦
地

区
、
紀
伊
長
島
地
区
は
片
上
・
下
地
・

出
垣
内
地
区
の
方
々
が
比
較
的
多
く

利
用
し
て
い
ま
す
。
利
用
目
的
は
、

買
い
物
が
31
・
６
％
、
通
院
が
５
・３

％
、
公
共
交
通
へ
の
接
続
利
用
が
２
・

６
％
、帰
宅
が
52
・６
％
、観
光
０
％
、

そ
の
他
７
・９
％
で
す
。

　

利
用
さ
れ
て
い
る
方
の
年
代
に
つ

い
て
は
、両
地
区
と
も
70
代
、80
代
の

方
が
多
く
、
両
地
区
の
合
計
で
全
体

の
83・
３
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

運
行
の
所
要
時
間
に
つ
い
て
、
海

山
地
区
は
10
分
以
内
が
75
％
、
20
分

以
内
が
25
％
、
紀
伊
長
島
地
区
は
10

分
以
内
が
95・５
％
、20
分
以
内
が
４
・

５
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
さ
れ
た
方
の
ご
意
見
は
、「
あ

り
が
た
い
」、「
助
か
る
」、「
ま
た
使

い
ま
す
」
と
い
う
意
見
が
大
半
を
占

め
て
い
ま
す
が
、「
毎
週
電
話
し
な
く

て
も
予
約
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
」
と
い
っ
た
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
交
通
空
白
地
域
16
カ
所
で

実
施
し
た
説
明
会
に
は
、
１
１
０
人

の
方
に
参
加
い
た
だ
き
、「
非
常
に

あ
り
が
た
い
」、「
便
利
な
の
で
た
く

さ
ん
使
い
た
い
」
と
い
う
意
見
が
多

く
あ
り
ま
し
た
が
、
運
行
時
間
に
つ

い
て
は
、「
早
朝
、
夜
間
の
Ｊ
Ｒ
や
バ

ス
に
合
わ
せ
た
運
送
を
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
意
見
、
運
行
範
囲
に
つ
い
て

は
、「
町
外
、
特
に
尾
鷲
総
合
病
院
ま

で
送
迎
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う

意
見
、
運
賃
に
つ
い
て
は
、「
年
金
生

活
者
に
は
料
金
が
高
い
」、「
10
分
１

秒
で
も
５
０
０
円
上
が
っ
て
し
ま
う

の
は
使
い
づ
ら
い
」
と
い
っ
た
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
月
22
日
に
実
施
し
た
紀

北
町
自
治
会
連
合
会
へ
の
説
明
会
で

は
、
会
員
か
ら
現
時
点
で
の
実
績
を

問
わ
れ
た
だ
け
で
、
特
に
意
見
、
要

望
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

当
事
業
は
、
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か

り
で
す
の
で
、
今
後
し
っ
か
り
と
検

証
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
予
算
が
可
決
さ
れ
れ
ば
、
専
門
家

を
入
れ
て
検
証
し
な
が
ら
や
っ
て
い

き
ま
す
。

　

移
動
手
段
が
な
い
方
、
一
般
の
方
、

観
光
客
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
も
使

え
る
よ
う
に
周
知
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
恐
ら
く
２
台
で
は
足
り
ま
せ
ん
。

３
台
、
４
台
必
要
と
な
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
の
で
、
実
証
実
験
を
行
い
な

が
ら
、
何
台
必
要
な
の
か
、
十
分
考

え
た
上
で
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

老
人
ホ
ー
ム
赤
羽
寮
に

つ
い
て

問
　

老
人
ホ
ー
ム
赤
羽
寮
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て

入
所
希
望
者
に
対
す
る
空
き
部
屋
状

況
と
介
護
職
員
の
配
置
状
況
に
つ
い

て
お
聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
老
人
ホ
ー
ム
赤
羽

寮
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

空
き
状
況
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年

２
月
末
で
４
床
が
空
い
て
い
る
状
況

で
す
。
４
月
か
ら
の
定
期
異
動
も
踏

ま
え
て
職
員
の
配
置
構
成
も
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
う
い
っ
た

こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
間
も
な
く
満

床
の
受
け
入
れ
態
勢
が
整
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

町
立
幼
稚
園
の
保
育
時

間
の
延
長
に
つ
い
て

問
　

町
立
幼
稚
園
の
保
育
時
間

を
延
長
で
き
る
よ
う
な
対
策

は
な
い
の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
保
育
時
間
に
つ
い

て
は
、
学
校
教
育
法
に
お
い

て
標
準
保
育
時
間
が
４
時
間
と
な
っ

て
お
り
、
保
育
時
間
を
延
長
す
る
こ

と
は
困
難
で
す
が
、
幼
稚
園
に
お
い

て
平
成
28
年
度
よ
り
一
時
預
か
り
保
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育
制
度
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
保
護

者
ま
た
は
扶
養
義
務
者
が
病
気
、
看

護
な
ど
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る

場
合
は
、
原
則
午
後
４
時
30
分
ま
で

延
長
し
て
保
育
を
実
施
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

今
年
度
の
一
時
預
か
り
保
育
の
利

用
実
績
で
す
が
、
延
べ
人
数
で
申
し

上
げ
ま
す
と
、
延
べ
４
４
３
人
が
利

用
し
て
い
ま
す
。

中
津
畑
正
量 

議
員

老
人
ホ
ー
ム
赤
羽
寮
の

改
築
に
つ
い
て

問
　

①
老
人
ホ
ー
ム
赤
羽
寮
を

改
築
す
る
考
え
が
あ
る
の
か

お
聞
き
し
ま
す
。

②
改
築
す
る
こ
と
で
入
所
費
用
が
高

く
な
り
ま
す
か
。

③
老
人
ホ
ー
ム
赤
羽
寮
の
施
設
の
改

修
状
況
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
①
老
人
ホ
ー
ム
赤

羽
寮
の
老
人
ホ
ー
ム
は
、
昭

和
46
年
に
建
築
さ
れ
ま
し
た
。
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
昭

和
49
年
建
築
と
い
う
こ
と
で
、
と
も

に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。
新
し
く
改
築
と
い
う
こ

と
に
関
し
て
は
、
国
も
長
寿
命
化
計

画
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
で
き

る
限
り
の
改
修
を
図
り
な
が
ら
運
営

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

②
改
築
に
よ
る
入
所
費
用
に
つ
い
て

は
、
現
状
、
多
床
室
で
の
入
所
費
用
に

な
っ
て
い
ま
す
。
改
築
に
よ
り
、
今
の

標
準
的
な
個
室
、
も
し
く
は
ユ
ニ
ッ
ト

型
の
個
室
に
な
り
ま
す
と
、
要
介
護
度

３
で
は
、
標
準
的
な
個
室
で
３
万
円

増
額
に
な
り
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
の
個
室
で

は
５
万
円
増
額
に
な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
で
暮
ら
す
人
た
ち
が
多

い
こ
の
町
に
と
っ
て
、
老
人
ホ
ー
ム

赤
羽
寮
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
施
設

で
す
が
、
改
築
に
よ
り
入
所
費
用
が

高
く
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
も
た
い
せ
つ
に
使

い
な
が
ら
、
住
民
の
皆
さ
ま
が
安
全・

安
心
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
工
夫
を
す

る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
平
成
22
年
度
に
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

を
、
平
成
23
年
度
に
は
床
の
張
り
替

え
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
度

は
屋
根
の
大
規
模
修
繕
を
行
い
、
平

成
28
年
度
に
は
、
玄
関
前
の
舗
装
の

改
修
、
平
成
29
年
度
は
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
な
ど
を
行
い
、
安
全
性
を
高

め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
度
か
ら
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
化
で
、
よ
り
過
ご
し
や
す
い

環
境
を
と
い
う
こ
と
で
、
空
気
清
浄

機
を
入
れ
た
り
、
今
年
度
も
ト
イ
レ

を
、
車
椅
子
で
そ
の
ま
ま
利
用
で
き

る
よ
う
に
多
目
的
化
の
ト
イ
レ
に
変

え
た
り
、
少
し
ず
つ
改
善
し
て
い
ま

す
。

福
祉
保
健
課
長　
③
現
在
の
老
人

ホ
ー
ム
赤
羽
寮
の
改
修
の
計
画
で
す

が
、
全
て
の
改
修
を
一
度
に
で
き
る

と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
中
で
緊
急
度
の
高
い
も
の
を
優
先

し
て
改
修
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　

　

ま
ず
は
町
長
が
申
し
た
よ
う
に
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
化
な
ど
、
居
室
空
間
の

住
環
境
を
整
え
ま
し
た
。
廊
下
な
ど

の
改
修
は
来
年
度
か
ら
行
う
計
画
で

す
。南

海
ト
ラ
フ
地
震
に
よ

る
津
波
か
ら
の
高
台
へ

の
避
難
に
つ
い
て

問
　

夜
間
の
地
震
に
よ
る
津
波

か
ら
避
難
す
る
た
め
に
は
明

か
り
が
必
要
で
す
。
最
近
、
避
難
路

に
太
陽
光
発
電
の
誘
導
灯
が
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
整
備
の
状
況
と
設

置
条
件
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
避
難
誘
導
灯
は
夜

間
、
地
震
な
ど
が
発
生
し
停

電
し
た
際
で
も
、
津
波
か
ら
身
を
守

る
た
め
に
高
台
に
避
難
す
る
た
め
の

目
標
と
し
て
、
指
定
緊
急
避
難
場
所

の
登
り
口
付
近
に
お
お
む
ね
設
置
を

し
て
い
ま
す
が
、
避
難
し
て
き
た
方

向
か
ら
誘
導
灯
が
見
え
に
く
い
場

合
、
避
難
場
所
の
登
り
口
よ
り
も
少

し
高
い
と
こ
ろ
に
設
置
し
て
い
る
箇

所
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
に
は
、
指
定
緊
急
避
難
場

所
や
台
風
、
大
雨
時
の
避
難
場
所
に

も
設
置
し
て
い
ま
す
。
こ
の
状
況
の

中
で
、
太
陽
光
発
電
と
非
常
用
電
源

内
蔵
の
商
用
電
源
を
使
っ
た
も
の
と

２
種
類
あ
り
、
太
陽
光
発
電
に
つ
い

て
は
72
基
、
商
用
電
源
に
つ
い
て
は

68
基
と
な
っ
て
い
て
、
今
は
こ
の
商

用
電
源
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

太
陽
光
で
は
蓄
電
池
が
必
要
で
、
５

年
ご
と
に
交
換
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
、

太
陽
光
か
ら
商
用
電
源
に
変
え
て
い

ま
す
が
、
40
万
円
か
ら
１
０
０
万
円

ぐ
ら
い
ま
で
で
で
き
れ
ば
、
年
間
２

カ
所
、
３
カ
所
で
き
る
と
い
う
考
え

方
で
や
っ
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
、
基
本
的
に
は
、
自
分

で
懐
中
電
灯
を
持
っ
て
逃
げ
る
こ
と

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

原
隆
伸 

議
員

町
長
の
一
般
質
問
に
お

け
る
心
構
え
に
つ
い
て

問
　

町
長
の
一
般
質
問
に
臨
む

姿
勢
が
住
民
に
ど
の
よ
う
に

伝
わ
っ
て
い
る
か
、お
聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
一
般
質
問
の
こ
と

で
、
住
民
の
方
が
ど
の
よ
う

に
見
え
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
私
は
ほ
ん
と
う
に
真
剣
に
答
え

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
つ
も
り
で

す
。
一
生
懸
命
、
皆
さ
ま
か
ら
い
た

だ
い
た
質
問
通
告
書
を
職
員
と
と
も

に
、
ど
の
よ
う
に
答
え
れ
ば
よ
い
か

勉
強
し
な
が
ら
や
っ
て
い
ま
す
。
議

員
か
ら
見
て
真し

ん
し摯

に
映
っ
て
い
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
自
身
は
一

生
懸
命
答
え
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

公
平
・
公
正
に
つ
い
て

問
　

町
長
は
、
公
平
・
公
正
と

言
っ
て
い
ま
す
が
、
紀
北
町

は
合
併
後
14
年
が
経
過
し
て
い
ま

す
。
年
山
、
公
民
館
、
林
道
野
又
越
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線
に
つ
い
て
、
旧
両
町
の
公
平
・
公

正
は
未
達
で
す
。
町
長
の
答
弁
を
求

め
ま
す
。

答　
町
長　
私
の
考
え
方
の
中

で
使
っ
て
い
る
公
平
・
公
正

は
、
判
断
を
す
る
上
で
偏
ら
な
い
こ

と
、
不
正
な
ど
の
ご
ま
か
し
を
行
わ

な
い
こ
と
で
、
公
平
・
公
正
と
使
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
年
山
や
公
民
館
の
在
り
方

な
ど
に
つ
い
て
は
、
町
の
歴
史
や
制

度
の
違
い
か
ら
生
じ
た
も
の
で
す
の

で
、
こ
れ
ら
の
事
務
事
業
や
制
度
、

在
り
方
な
ど
を
見
直
し
て
、
こ
れ
ら

の
問
題
を
統
一
、
統
合
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

　

林
道
野
又
越
線
に
つ
い
て
で
す

が
、
林
道
野
又
越
線
は
、
広
域
基
幹

林
道
と
し
て
平
成
３
年
度
か
ら
県
代

行
で
事
業
が
進
め
ら
れ
、
総
延
長

１
１
５
・６
km
の
う
ち
紀
北
町
側
が

10
・
６
km
で
、
そ
の
う
ち
９
・７
km
が

開
設
さ
れ
、
現
在
の
進し

ん
ち
ょ
く捗
率
は
91
・

５
％
で
あ
り
、
事
業
完
了
は
令
和
14

年
度
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
林
道
は
、
こ
の
地
域
の
木
材

を
安
定
的
に
供
給
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
基
幹
的
な
林
道
と
し
て
こ
の
地

域
の
森
林
整
備
の
促
進
に
必
要
な
林

道
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
公
共
交
通
網
に
つ
い

て問
　

今
後
の
紀
北
町
の
新
公
共

交
通
網
を
ど
う
整
備
し
て
い

く
の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
今
後
の
町
の
交
通

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
新

交
通
シ
ス
テ
ム
実
証
実
験
に
対
す
る

意
見
を
踏
ま
え
、
ま
た
専
門
家
に
よ

る
検
証
結
果
も
併
せ
て
慎
重
に
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
交
通
網
に
つ
い
て
は
、
多

様
な
交
通
手
段
を
組
み
合
わ
せ
て
い

く
の
が
い
ち
ば
ん
ベ
ス
ト
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。
一
つ
の
交
通
手
段

で
は
、
解
決
で
き
な
い
問
題
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

尾
鷲
総
合
病
院
へ
の
支

援
に
つ
い
て

問
　

尾
鷲
総
合
病
院
を
支
援
す

る
た
め
に
、
ふ
る
さ
と
納
税

（
尾
鷲
総
合
病
院
応
援
基
金
）
の
創

設
を
提
案
し
ま
す
が
、
町
長
の
答
弁

を
求
め
ま
す
。

答　
町
長　
尾
鷲
市
で
は
、
ふ

る
さ
と
納
税
基
金
の
一
部
を

尾
鷲
総
合
病
院
の
運
営
に
充
て
て
い

る
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。

　

尾
鷲
総
合
病
院
へ
の
支
援
は
い
ろ

い
ろ
な
方
法
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
件
に
つ
い
て

は
、
尾
鷲
市
で
対
応
し
て
い
た
だ
い

て
、
紀
北
町
が
で
き
る
尾
鷲
総
合
病

院
へ
の
支
援
を
し
て
い
く
べ
き
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

13
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『
空
家
等
』
を
管
理
せ
ず
に
放
置
し
、

倒
壊
や
地
震
に
よ
る
外
壁
の
剥
落
、

台
風
に
よ
る
屋
根
材
の
散
乱
な
ど
に

よ
り
他
人
に
損
害
を
与
え
た
と
き
、

そ
の
建
物
の
所
有
者
（
相
続
人
）・
管

理
者
・
占
有
者
は
、
民
法
７
１
７
条

に
よ
っ
て
損
害
に
対
す
る
賠
償
責
任

を
負
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
５
月
か
ら
空
家
等
対
策

の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
以

下
「
空
家
等
特
措
法
」）
が
施
行
さ
れ

ま
し
た
。

　
『
空
家
等
』
を
管
理
せ
ず
放
置
し
、

特
定
空
家
等
と
判
断
さ
れ
た
も
の
は
、

空
家
等
特
措
法
第
14
条
に
基
づ
き
調

査
を
行
い
行
政
措
置
が
行
わ
れ
ま
す
。

調
査
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
行
政
措
置

①
特
定
空
家
等
と
認
定

②
助
言
ま
た
は
指
導

③
勧
告

④
固
定
資
産
税
な
ど
の
住
宅
用
地
特

例
適
用
の
除
外

⑤
命
令

⑥
代
執
行

『
勧
告
』
が
行
わ
れ
る
と
固
定
資
産
税

な
ど
の
住
宅
用
地
特
例
の
適
用
（
固

定
資
産
税
が
最
大
6
分
の
１
ま
で
軽

減
）
か
ら
除
外
さ
れ
ま
す
。

『
命
令
』
に
違
反
し
た
者
は
、
空
家
等

特
措
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
50
万
円

以
下
の
過
料
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

『
代
執
行
』
に
要
し
た
費
用
は
、
行
政

代
執
行
法
に
基
づ
き
、
所
有
者
（
管

理
者
）
に
請
求
さ
れ
、
費
用
の
徴
収

に
つ
い
て
は
、
国
税
滞
納
処
分
の
例

に
よ
る
強
制
徴
収
が
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

『
空
家
等
』
と
は

　

住
居
や
物
置
な
ど
と
し
て
、
常
態

的
に
使
用
さ
れ
て
い
な
い
建
築
物
や

そ
の
建
築
物
に
付
属
す
る
工
作
物
お

よ
び
そ
の
敷
地
（
立
ち
木
や
そ
の
他

土
地
に
定
着
す
る
も
の
を
含
む
）
を

い
い
ま
す
。

『
建
築
物
』
と
は

　

屋
根
お
よ
び
柱
ま
た
は
壁
を
有
す

る
も
の
を
い
い
、
門
や
塀
な
ど
も
含
む

『
付
属
す
る
工
作
物
』
と
は

　

看
板
な
ど
、
門
や
塀
な
ど
以
外
の

も
の

『
特
定
空
家
等
』
と
は

　

次
の
状
態
に
あ
る
『
空
家
等
』
を

い
い
ま
す
。

①
そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
崩
壊
な
ど

著
し
く
保
安
上
危
険
と
な
る
お
そ
れ

の
あ
る
状
態

②
そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
著
し
く
衛

生
上
有
害
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
状

態③
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
な
い
こ
と

に
よ
り
著
し
く
景
観
を
損
な
っ
て
い

る
状
態

④
そ
の
他
周
辺
の
生
活
環
境
の
保
全

を
図
る
た
め
に
放
置
す
る
こ
と
が
不

適
切
で
あ
る
状
態

　
『
空
家
等
』
が
老
朽
化
し
適
切
な
管

理
が
行
わ
れ
な
い
と
、
修
繕
に
お
金

が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
な

る
前
に
、
空
家
等
対
策
に
係
る
各
分

野
の
専
門
員
が
い
る
「
空
き
家
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
み
え
」
を
利
活
用
し
ま
し
ょ

う
。

　
「
空
き
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
み
え
」
は
、

空
家
等
対
策
各
分
野
の
専
門
団
体
（
８

団
体
）
で
構
成
さ
れ
、
次
の
よ
う
な

内
容
の
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

◎ 

相
続

◎ 

リ
フ
ォ
ー
ム

◎ 

耐
震

◎ 

取
り
壊
し

◎ 

税
金

◎ 

売
却

◎ 
管
理

◎ 
境
界

◎ 

鑑
定
評
価

構
成
団
体

・
三
重
県
建
築
士
事
務
所
協
会

・
三
重
県
司
法
書
士
会

・
三
重
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

・
三
重
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

・
三
重
県
建
設
業
協
会

・
東
海
税
理
士
会
三
重
県
支
部
連
合
会

・
三
重
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

・
三
重
県
行
政
書
士
会

空
き
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
み
え
相
談
窓
口

℡
０
５
９
（
２
２
７
）
５
０
１
８

E
メ
ー
ル　

info@
m
ie-takken.or.jp

受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※

土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く

　

空
き
家
は
所
有
者
の
方
に
よ
る
適

切
な
管
理
が
必
要
で
す
！

　

所
有
者
の
方
の
自
主
的
な
適
正
管

理
を
お
願
い
し
ま
す
！

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
危
機
管
理
課

防
犯
・
交
通
安
全
対
策
係

℡（
46
）
３
１
１
４

海
山
総
合
支
所
総
務
室

総
務
・
防
災
対
策
係

℡（
32
）
３
９
０
１

『
空
き
家
』
を
所
有
し
て
い
る
方
へ

空
き
家
の
適
切
な
管
理
を
!!

町からのおしらせ　～ Information ～

『
空
家
等
』
の
適
切
な

管
理
を
し
ま
し
ょ
う
！

『
空
家
等
』
は
個
人
の

財
産
で
適
切
に
管
理
す
る

責
任
が
あ
り
ま
す
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町
で
は
、
表
の
と
お
り
、
肺
が
ん
・

結
核
検
診
お
よ
び
、
大
腸
が
ん
検
診

を
実
施
し
ま
す
。
日
本
で
は
肺
結
核

を
発
症
す
る
方
が
ま
だ
ま
だ
お
り
、

特
に
高
齢
者
の
発
症
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の

た
め
に
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

表
以
外
の
日
程
で
も
が
ん
検
診
・

各
種
健
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳

し
い
日
程
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

本
庁
福
祉
保
健
課
地
域
保
健
係　

℡（
46
）
3
1
2
2　

海
山
総
合
支
所
福
祉
環
境
室

福
祉
保
健
係　

℡（
32
）
3
9
0
4

　

紀
北
町
で
は
婚
姻
後
、
町
内
に
住

居
を
構
え
る
方
に
対
し
て
、
そ
の
住

居
費
お
よ
び
引
っ
越
し
費
用
の
補
助

を
行
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
世
帯

①
令
和
２
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
３

年
２
月
28
日
ま
で
に
婚
姻
し
、
受
理

さ
れ
た
方

②
婚
姻
日
の
年
齢
が
34
歳
以
下
の
夫

婦③
申
請
日
の
夫
婦
の
合
計
所
得
が
３

４
０
万
円
未
満
（
給
与
収
入
が
４
９

２
万
５
千
円
未
満
）

※

貸
与
型
奨
学
金
の
返
済
を
行
っ
て

い
る
場
合
は
、
世
帯
の
所
得
か
ら
そ

の
年
間
返
済
額
を
控
除
し
ま
す
。

④
対
象
と
な
る
住
居
が
紀
北
町
内
に

あ
る
こ
と

⑤
他
の
公
的
制
度
の
家
賃
補
助
を
受

け
て
い
な
い
こ
と

※

他
の
地
方
自
治
体
の
助
成
を
受
け

た
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

対
象
と
な
る
費
用

新
婚
生
活
を
始
め
る
に
あ
た
り
、
令

和
２
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
３
年
２

月
28
日
ま
で
に
支
出
し
た
次
の
も
の

①
住
宅
物
件
の
購
入
費
、賃
料
、敷
金
、

礼
金
、
共
益
費
、
仲
介
手
数
料

②
引
っ
越
し
業
者
な
ど
へ
の
支
払
い

費
用

※

た
だ
し
、
勤
務
先
か
ら
住
宅
手
当

を
支
給
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の

額
を
賃
料
か
ら
差
し
引
き
ま
す
。

補
助
限
度
額

１
世
帯
あ
た
り
30
万
円

※

１
世
帯
に
つ
き
１
回

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
福
祉
保
健
課
地
域
福
祉
係

℡（
46
）
３
１
２
２

海
山
総
合
支
所
福
祉
環
境
室

福
祉
保
健
係

℡（
32
）
３
９
０
４

肺
が
ん
・
結
核
検
診
、

大
腸
が
ん
検
診
（
無
料
）
の

お
し
ら
せ

町からのおしらせ　～ Information ～

島勝浦集会所
白浦集会所
矢口浦集会所
長浜集会所
引本会館
汐見集会所
相賀コミュニティセンター
馬瀬多目的集会施設
河内区民会館
上里農協倉庫前
中里集会所
新田多目的集会施設
船津集会所
小山浦野菜市場
便ノ山多目的集会施設
三浦会館
道瀬会館
自然休養村管理センター（古里）
海野会館
中ノ島会館
保健センター
みえ熊野古道商工会
紀北中学校駐車場
此ヶ野集会所
若者センター
下地集会所
志子奥集会所
片上集会所
呼崎集会所
中州集会所
山本集会所
田山集会所

10：30
11：05
11：35
13：20
14：00
14：30
15：05
10：10
10：35
11：05
11：40
13：15
13：45
14：15
14：40
10：00
10：30
11：05
11：35
13：20
14：10
14：45
15：10
10：10
10：45
11：10
11：35
13：15
13：50
14：25
15：05
15：35

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

6月17日
（水）

6月18日
（木）

6月24日
（水）

6月25日
（木）

日時 場所
10：00
10：50
11：15
13：00
13：40
14：20
14：50
10：00
10：25
10：50
11：25
13：00
13：35
14：05
14：30
9：30
10：20
10：45
11：20
13：00
13：50
14：30
15：00
10：00
10：30
11：00
11：25
13：00
13：35
14：10
14：45
15：25

● 検診日程

結
婚
新
生
活

支
援
事
業
費
補
助
金

結
婚
新
生
活

支
援
事
業
費
補
助
金
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『
咲
か
そ
う
よ　

笑
顔
の
花
を　

歯
み

が
き
で
』

ご
存
じ
で
す
か
？
紀
北
町
の
子
ど

も
た
ち
の
歯
の
現
状

　

左
図
は
平
成
30
年
度
に
１
歳
６
カ

月
児
健
診
を
受
け
た
お
子
さ
ん
の
歯

科
健
診
の
市
町
別
の
結
果
で
す
。

　

紀
北
町
の
１
歳
６
カ
月
児
の
一
人

当
た
り
の
む
し
歯
本
数
は
、
０
・
11

本
で
、
む
し
歯
が
あ
る
お
子
さ
ん
の

割
合
は
３
・
23
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
た
ち
の
歯

の
健
康
へ
の
意
識
が
高
く
な
り
、
努

力
の
結
果
、
紀
北
町
の
子
ど
も
の
む

し
歯
は
こ
の
20
年
ほ
ど
で
急
激
に
減

少
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
平
成
30

年
度
の
三
重
県
の
デ
ー
タ
と
比
べ
る

と
、
ど
ち
ら
も
４
〜
５
倍
と
非
常
に

高
く
、
県
内
で
子
ど
も
の
む
し
歯
が

い
ち
ば
ん
多
い
町
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

乳
歯
は
む
し
歯
に
な
り
や
す
い

　

む
し
歯
は
、
口
の
中
の
む
し
歯
菌

が
糖
分
を
分
解
し
て
酸
を
作
り
、
こ

の
酸
が
歯
の
表
面
を
溶
か
し
て
で
き

ま
す
。

　

乳
歯
は
永
久
歯
と
比
べ
る
と
や
わ

ら
か
く
、
酸
に
弱
い
た
め
、
む
し
歯

に
な
り
や
す
く
、
１
本
む
し
歯
が
で

き
る
と
一
気
に
広
が
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

む
し
歯
が
で
き
る
要
因
に
大
き
く

か
か
わ
っ
て
い
る
も
の
は
、「
糖
分
」、

「
菌
」、「
歯
質
」
で
す
。
こ
の
３
つ
の

要
素
が
重
な
る
時
間
が
長
い
と
、
む

し
歯
が
で
き
や
す
く
な
り
ま
す
。　

子
ど
も
の
歯
の
健
康
を
守
る
に
は

　

人
間
に
と
っ
て
い
つ
ま
で
も
自
分

の
歯
で
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
て
過

ご
す
こ
と
は
重
要
で
、
そ
の
た
め
に

は
健
康
な
歯
が
欠
か
す
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

　

お
子
さ
ん
が
生
涯
を
通
じ
て
健
康

な
歯
で
、
豊
か
な
生
活
が
送
れ
る
よ

う
、
小
さ
い
う
ち
か
ら
歯
の
健
康
に

気
を
配
り
、
適
切
な
ケ
ア
を
す
る
こ

と
が
た
い
せ
つ
で
す
。
乳
歯
の
健
康

を
保
つ
こ
と
が
そ
の
後
に
生
え
て
く

る
永
久
歯
や
あ
ご
の
発
達
に
も
大
き

く
影
響
し
ま
す
。

む
し
歯
予
防
の
３
つ
の
習
慣

①「
歯
み
が
き
」

・
細
菌
の
か
た
ま
り
で
あ
る
「
歯
こ
う
」

を
歯
ブ
ラ
シ
で
て
い
ね
い
に
み
が
く

こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。

・
む
し
歯
予
防
の
決
め
手
は
仕
上
げ

み
が
き
で
す
。
上
手
に
み
が
け
る
よ

う
に
な
る
小
学
校
中
学
年
ぐ
ら
い
ま

で
は
、
大
人
が
仕
上
げ
み
が
き
を
し

て
あ
げ
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。

・
寝
て
い
る
間
は
唾
液
の
分
泌
量
が

減
り
、
細
菌
が
繁
殖
し
や
す
い
た
め
、

寝
る
前
は
必
ず
仕
上
げ
み
が
き
を
し

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

②「
食
生
活
」

・
お
や
つ
は
糖
分
が
少
な
く
、
歯
に

く
っ
つ
き
に
く
い
物
を
選
び
、
与
え

る
量
と
時
間
を
き
ち
ん
と
決
め
て
与

え
て
く
だ
さ
い
。

・
し
っ
か
り
よ
く
か
ん
で
食
べ
る
習

慣
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

③「
歯
科
健
診
」

・
む
し
歯
の
有
無
以
外
に
も
、
歯
み

が
き
の
仕
方
や
、
そ
の
子
ど
も
の
歯

の
状
態
に
合
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
定
期
的
に

歯
科
健
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

フ
ッ
素
塗
布
が
む
し
歯
予
防
に
効

果
的
で
す

　

フ
ッ
素
は
、
歯
の
表
面
を
強
く
し

て
、
む
し
歯
に
な
り
に
く
く
す
る
効

果
が
あ
り
ま
す
。
３
〜
４
カ
月
お
き

に
歯
科
医
院
で
フ
ッ
素
塗
布
を
受
け

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

※

町
で
は
幼
児
健
診
時
に
フ
ッ
素
塗

布
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
２
歳
と
３

歳
の
お
誕
生
日
を
迎
え
る
お
子
さ
ん

に
は
さ
ら
に
歯
科
医
院
で
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
「
フ
ッ
素
塗
布
無
料
券
」

を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
お
手
元
に

届
い
た
ら
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い

た
い
せ
つ
な
紀
北
町
の

子
ど
も
た
ち
の
歯
を

み
ん
な
で
守
り
ま
し
ょ
う

　

子
ど
も
の
歯
を
守
る
た
め
に
は
、

お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
だ
け
で
は
な

く
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

子
ど
も
を
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
地

域
の
方
々
の
協
力
が
必
要
で
す
。

　

子
ど
も
の
む
し
歯
は
家
族
か
ら
感

染
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
口
移
し

で
食
べ
物
を
与
え
た
り
、
箸
・
ス
プ
ー

ン
の
共
用
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
甘
い
お
や
つ
や
飲
み
物
の
与
え

す
ぎ
に
も
十
分
注
意
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

『
咲
か
そ
う
よ　

笑
顔
の
花
を　

歯
み

が
き
で
』

ご
存
じ
で
す
か
？
紀
北
町
の
子
ど

も
た
ち
の
歯
の
現
状

　

左
図
は
平
成
30
年
度
に
１
歳
６
カ

月
児
健
診
を
受
け
た
お
子
さ
ん
の
歯

科
健
診
の
市
町
別
の
結
果
で
す
。

　

紀
北
町
の
１
歳
６
カ
月
児
の
一
人

当
た
り
の
む
し
歯
本
数
は
、
０
・
11

本
で
、
む
し
歯
が
あ
る
お
子
さ
ん
の

割
合
は
３
・
23
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
た
ち
の
歯

の
健
康
へ
の
意
識
が
高
く
な
り
、
努

力
の
結
果
、
紀
北
町
の
子
ど
も
の
む

し
歯
は
こ
の
20
年
ほ
ど
で
急
激
に
減

少
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
平
成
30

年
度
の
三
重
県
の
デ
ー
タ
と
比
べ
る

と
、
ど
ち
ら
も
４
〜
５
倍
と
非
常
に

高
く
、
県
内
で
子
ど
も
の
む
し
歯
が

い
ち
ば
ん
多
い
町
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

乳
歯
は
む
し
歯
に
な
り
や
す
い

　

む
し
歯
は
、
口
の
中
の
む
し
歯
菌

が
糖
分
を
分
解
し
て
酸
を
作
り
、
こ

の
酸
が
歯
の
表
面
を
溶
か
し
て
で
き

ま
す
。

　

乳
歯
は
永
久
歯
と
比
べ
る
と
や
わ

ら
か
く
、
酸
に
弱
い
た
め
、
む
し
歯

に
な
り
や
す
く
、
１
本
む
し
歯
が
で

き
る
と
一
気
に
広
が
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

む
し
歯
が
で
き
る
要
因
に
大
き
く

か
か
わ
っ
て
い
る
も
の
は
、「
糖
分
」、

「
菌
」、「
歯
質
」
で
す
。
こ
の
３
つ
の

要
素
が
重
な
る
時
間
が
長
い
と
、
む

し
歯
が
で
き
や
す
く
な
り
ま
す
。　

子
ど
も
の
歯
の
健
康
を
守
る
に
は

　

人
間
に
と
っ
て
い
つ
ま
で
も
自
分

の
歯
で
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
て
過

ご
す
こ
と
は
重
要
で
、
そ
の
た
め
に

は
健
康
な
歯
が
欠
か
す
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

　

お
子
さ
ん
が
生
涯
を
通
じ
て
健
康

な
歯
で
、
豊
か
な
生
活
が
送
れ
る
よ

う
、
小
さ
い
う
ち
か
ら
歯
の
健
康
に

気
を
配
り
、
適
切
な
ケ
ア
を
す
る
こ

と
が
た
い
せ
つ
で
す
。
乳
歯
の
健
康

を
保
つ
こ
と
が
そ
の
後
に
生
え
て
く

る
永
久
歯
や
あ
ご
の
発
達
に
も
大
き

く
影
響
し
ま
す
。

む
し
歯
予
防
の
３
つ
の
習
慣

①「
歯
み
が
き
」

・
細
菌
の
か
た
ま
り
で
あ
る
「
歯
こ
う
」

を
歯
ブ
ラ
シ
で
て
い
ね
い
に
み
が
く

こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。

・
む
し
歯
予
防
の
決
め
手
は
仕
上
げ

み
が
き
で
す
。
上
手
に
み
が
け
る
よ

う
に
な
る
小
学
校
中
学
年
ぐ
ら
い
ま

で
は
、
大
人
が
仕
上
げ
み
が
き
を
し

て
あ
げ
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。

・
寝
て
い
る
間
は
唾
液
の
分
泌
量
が

減
り
、
細
菌
が
繁
殖
し
や
す
い
た
め
、

寝
る
前
は
必
ず
仕
上
げ
み
が
き
を
し

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

②「
食
生
活
」

・
お
や
つ
は
糖
分
が
少
な
く
、
歯
に

く
っ
つ
き
に
く
い
物
を
選
び
、
与
え

る
量
と
時
間
を
き
ち
ん
と
決
め
て
与

え
て
く
だ
さ
い
。

・
し
っ
か
り
よ
く
か
ん
で
食
べ
る
習

慣
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

③「
歯
科
健
診
」

・
む
し
歯
の
有
無
以
外
に
も
、
歯
み

が
き
の
仕
方
や
、
そ
の
子
ど
も
の
歯

の
状
態
に
合
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
定
期
的
に

歯
科
健
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

フ
ッ
素
塗
布
が
む
し
歯
予
防
に
効

果
的
で
す

　

フ
ッ
素
は
、
歯
の
表
面
を
強
く
し

て
、
む
し
歯
に
な
り
に
く
く
す
る
効

果
が
あ
り
ま
す
。
３
〜
４
カ
月
お
き

に
歯
科
医
院
で
フ
ッ
素
塗
布
を
受
け

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

※

町
で
は
幼
児
健
診
時
に
フ
ッ
素
塗

布
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
２
歳
と
３

歳
の
お
誕
生
日
を
迎
え
る
お
子
さ
ん

に
は
さ
ら
に
歯
科
医
院
で
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
「
フ
ッ
素
塗
布
無
料
券
」

を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
お
手
元
に

届
い
た
ら
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い

た
い
せ
つ
な
紀
北
町
の

子
ど
も
た
ち
の
歯
を

み
ん
な
で
守
り
ま
し
ょ
う

　

子
ど
も
の
歯
を
守
る
た
め
に
は
、

お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
だ
け
で
は
な

く
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

子
ど
も
を
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
地

域
の
方
々
の
協
力
が
必
要
で
す
。

　

子
ど
も
の
む
し
歯
は
家
族
か
ら
感

染
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
口
移
し

で
食
べ
物
を
与
え
た
り
、
箸
・
ス
プ
ー

ン
の
共
用
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
甘
い
お
や
つ
や
飲
み
物
の
与
え

す
ぎ
に
も
十
分
注
意
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

６
月
４
日
〜
10
日
は

『
歯
』と
『
お
口
』の
健
康
週
間
で
す

歯質

糖分菌

むし歯

紀
北
町

多
気
町

紀
宝
町

御
浜
町

志
摩
市

津
市

熊
野
市

鳥
羽
市

東
員

桑
名
市

明
和
町

鈴
鹿
市

三
重
県

玉
城
町

伊
賀
市

伊
勢
市

松
阪
市

名
張
市

亀
山
市

四
日
市

い
な
べ

菰
野
町

尾
鷲
市

度
会
町

大
紀
町

南
伊
勢
町

大
台
町

川
越
町

朝
日
町

木
曽
岬

歯科健診結果（１歳６カ月児健診）
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▲ 地域おこし協力隊に着任した、豊川真規子さん

地
域
お
こ
し
協
力
隊　

豊
川 

真
規
子 

さ
ん

『
き
ほ
く
と
都
市
部
の
つ
な
が
り
づ
く
り
』

と
よ
か
わ　
　
　
　
　

ま　

き　

こ

　
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
と
は
、
人

口
減
少
や
高
齢
化
な
ど
の
進
行
が
著

し
い
地
方
に
お
い
て
、
地
域
外
の
人

材
を
受
け
入
れ
、
地
域
協
力
活
動
を

行
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
定
住
・
定
着

を
図
る
こ
と
で
、
地
域
力
の
維
持
・

強
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
た
制
度
で
す
。

　

紀
北
町
で
は
、
３
人
目
と
な
る
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
豊
川
真
規
子
さ

ん
が
５
月
１
日
に
着
任
し
ま
し
た
。

　

豊
川
さ
ん
は
、
も
と
も
と
紀
北
町

の
出
身
で
、
今
回
地
域
お
こ
し
協
力

隊
制
度
を
活
用
し
、Ｕ
タ
ー
ン
で
紀
北

町
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
今
月
号
で

は
、
着
任
に
あ
た
り
、
豊
川
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
の
紀
北
町
で
の
生
活

は
ど
う
で
す
か
？

　

町
を
離
れ
て
30
年
以
上
た
つ
の
で

  

紀
北
町
で
の
生
活
は
と
て
も
新
鮮
で

す
。
子
ど
も
の
頃
に
戻
っ
た
よ
う
な

温
か
い
つ
な
が
り
の
中
に
い
る
安
心

感
と
身
近
に
あ
る
海
・
山
に
癒
や
さ

れ
て
、
都
市
部
で
暮
ら
し
て
い
る
時

よ
り
も
心
が
穏
や
か
で
す
。
日
が
昇
っ

た
ら
目
覚
め
暗
く
な
っ
た
ら
休
む
と

い
う
自
然
の
リ
ズ
ム
に
合
っ
た
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
な
り
、
身
体
も
楽
に

な
り
ま
し
た
。

ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
き
た
い

で
す
か
？

　

私
の
活
動
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
つ

な
が
り
」
で
す
。
紀
北
町
出
身
の
方
々

が
故
郷
と
つ
な
が
っ
て
い
ら
れ
る
よ

う
な
仕
組
み
づ
く
り
と
、「
つ
な
が
っ

て
い
た
い
」
と
思
う
よ
う
な
町
の
魅

力
を
発
掘
し
、
発
信
を
し
て
い
き
ま

す
。
特
に
、若
い
世
代
の
人
た
ち
が「
住

み
続
け
た
い
、
U
タ
ー
ン
し
た
い
」

と
思
え
る
よ
う
な
「
楽
し
さ
」
や
「
可

能
性
」
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
ま
ち

づ
く
り
の
お
手
伝
い
が
で
き
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

令和元年度
各種表彰受賞おめでとうございます！

令和元年度
各種表彰受賞おめでとうございます！

【
消
防
団
関
係
】

〇
精
績
賞
（
日
本
消
防
協
会
）

谷　

水
穂
（
島
原
）

〇
消
防
功
績
賞
（
三
重
県
知
事
）

中
村　

博
和
（
東
長
島
）

上
村　

仁
彦
（
便
ノ
山
）

〇
消
防
精
勤
章
（
三
重
県
知
事
）

伊
藤　

正
樹
（
相
賀
）

中
山　

好
行
（
長
島
）

山
下　

桂
（
島
勝
浦
）

【
人
権
・
行
政
関
係
】

〇
感
謝
状
：
人
権
擁
護
委
員

（
法
務
大
臣
）

田
中　

育
代
（
古
里
）

松
永　

友
子
（
中
里
）

〇
感
謝
状
：
行
政
相
談
委
員

（
総
務
大
臣
）

川
上　

裕
美
子
（
相
賀
）

（
三
重
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー
所
長
）

北
村　

利
恵
（
長
島
）

【
消
防
団
関
係
】

〇
精
績
賞
（
日
本
消
防
協
会
）

谷　

水
穂
（
島
原
）

〇
消
防
功
績
賞
（
三
重
県
知
事
）

中
村　

博
和
（
東
長
島
）

上
村　

仁
彦
（
便
ノ
山
）

〇
消
防
精
勤
章
（
三
重
県
知
事
）

伊
藤　

正
樹
（
相
賀
）

中
山　

好
行
（
長
島
）

山
下　

桂
（
島
勝
浦
）

【
人
権
・
行
政
関
係
】

〇
感
謝
状
：
人
権
擁
護
委
員

（
法
務
大
臣
）

田
中　

育
代
（
古
里
）

松
永　

友
子
（
中
里
）

〇
感
謝
状
：
行
政
相
談
委
員

（
総
務
大
臣
）

川
上　

裕
美
子
（
相
賀
）

（
三
重
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー
所
長
）

北
村　

利
恵
（
長
島
）

U
ターン
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アユの放流

　赤羽川漁業協同組合による稚アユの放流が行われました。約 25,000 匹の稚アユが５カ所に分けて放流され、元気に川の中

へ泳いでいきました。

4/24　赤羽川

今月号の表紙について今月号の表紙について

広報きほく６月号

広報きほく2020年6月号 18

　5月中旬から小山浦地区で石

倉至さんが育てたニンニクの収

穫が最盛期を迎えました。

　今期は大型トラクターなどの

農業機械の導入によりニンニク

の作付けを約1. 5 ヘクタールに

拡大しました。

ニンニクの収穫
（小山浦）
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くらしの情報　～ Living  Information～

建
設
課

町
営
住
宅
入
居
希
望
者
募
集

　

６
月
23
日
か
ら
29
日
ま
で
の
１
週

間
は
、「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
で
す
。

　

男
性
と
女
性
が
、
職
場
で
、
学
校
で
、

地
域
で
、
家
庭
で
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と

能
力
を
発
揮
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社

会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
行
政
だ
け

で
な
く
、
町
民
の
皆
さ
ま
一
人
一
人
の

取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　

町
で
は
、
第
２
次
紀
北
町
男
女
共
同

参
画
基
本
計
画
の
「
誰
も
が
元
気
に
個

性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
ま
ち
」
を
基

本
理
念
に
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を
よ

り
一
層
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　　

東
紀
州
５
市
町
が
連
携
し
て
男
女
共

同
参
画
を
推
進
す
る
た
め
、
７
月
19
日

に
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
『
男

女
共
同
参
画
映
画
祭
』
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

延
期
と
な
り
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
総
務
課
総
務
係

℡（
46
）
３
１
１
１

　

令
和
３
年
度
か
ら
三
重
県
が
施
工
す

る
相
賀
橋
架
け
替
え
工
事
に
伴
い
、
町

民
セ
ン
タ
ー
を
解
体
す
る
こ
と
と
な

り
、
備
品
な
ど
の
整
理
を
行
う
た
め
、

令
和
２
年
７
月
31
日
を
も
ち
ま
し
て
、

閉
館
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
町
民
の

皆
さ
ま
に
は
た
い
へ
ん
ご
不
便
を
お
か

け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※

海
山
図
書
室
の
閉
室
に
つ
い
て
は
21

ペ
ー
ジ
の
図
書
室
だ
よ
り
に
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
財
政
課
管
財
契
約
係

℡（
46
）
３
１
１
２

海
山
総
合
支
所
総
務
室

総
務
・
防
災
対
策
係

℡（
32
）
３
９
０
１

　

町
で
は
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
を

抑
制
す
る
た
め
、
高
齢
者
運
転
免
許

証
自
主
返
納
補
助
金
を
創
設
し
ま
し

た
。
返
納
時
に
警
察
署
な
ど
で
申
請

す
る
こ
と
で
「
運
転
経
歴
証
明
書
」

が
交
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
証
明
書
を

提
示
す
る
こ
と
で
、
い
こ
か
バ
ス
や

三
重
交
通
株
式
会
社
の
割
引
な
ど
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

事
業
内
容

　

運
転
経
歴
証
明
書
発
行
手
数
料
１
，

１
０
０
円
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
要
件

左
記
の
全
て
を
満
た
す
方

○
紀
北
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
現
に

居
住
さ
れ
て
い
る
方

○
運
転
免
許
証
返
納
時
に
満
65
歳
以

上
の
方

○
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
た
日

か
ら
起
算
し
て
１
年
以
内
の
方

申
請
方
法

　

本
庁
危
機
管
理
課
ま
た
は
海
山
総

合
支
所
総
務
室
で
交
付
す
る
申
請
書

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
請
の
際
に
必
要
な
も
の

○
運
転
経
歴
証
明
書
の
写
し

○
印
鑑

○
補
助
金
の
振
込
先
が
わ
か
る
預
金

通
帳

※

申
し
込
み
が
多
数
の
場
合
は
、
補

助
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
危
機
管
理
課

防
犯
・
交
通
安
全
対
策
係

℡（
46
）
３
１
１
４

海
山
総
合
支
所
総
務
室

総
務
・
防
災
対
策
係

℡（
32
）
３
９
０
１

　

町
営
住
宅
の
入
居
希
望
者
を
募
集

し
ま
す
。
応
募
基
準
な
ど
は
次
の
と

お
り
で
す
。

入
居
予
定
日

８
月
14
日
（
金
）

応
募
期
間

６
月
１
日
（
月
）
〜
12
日
（
金
）

※

応
募
者
が
募
集
戸
数
に
満
た
な
い

場
合
は
、
随
時
募
集
と
し
ま
す
。

募
集
団
地
／
間
取
り
／
家
賃
（
月
額
）

●
前
桂
団
地
（
船
津
）

○
３
０
６
号
室
（
１
階
） 

３
D
K
（
和
２
・
洋
１
・
D
K
・
浴
室
・

洗
面
・
ト
イ
レ
）

１
７
，
０
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　

  

２
５
，
４
０
０
円

○
３
０
９
号
室
（
１
階
） 

３
D
K
（
和
２
・
洋
１
・
D
K
・
浴
室
・

洗
面
・
ト
イ
レ
）

2
0
，
8
0
0
円
〜

　
　
　
　
　
　
　

  

3
0
，
9
0
0
円

応
募
基
準

①
令
和
２
年
５
月
31
日
時
点
で
、
紀

北
町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
を

有
す
る
方

②
同
居
し
て
い
る
親
族
、
ま
た
は
同

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
方

※
申
し
込
み
時
点
で
60
歳
以
上
の
方

ま
た
は
身
体
障
が
い
者
そ
の
他
の
特

に
居
住
の
安
定
を
図
る
必
要
が
あ
る

方
は
単
身
入
居
可
能

③
基
準
収
入
月
額
1
5
8
，
0
0
0

円
以
下
（
裁
量
階
層
に
該
当
す
る
場

合
2
1
4
，
0
0
0
円
以
下
）

※
基
準
収
入
月
額
と
は
、
入
居
者
お

よ
び
同
居
者
の
過
去
１
年
間
の
所
得

か
ら
対
象
と
な
る
控
除
額
を
差
し
引

き
、
12
で
除
し
た
額
を
い
い
ま
す
。

④
町
（
市
・
村
）
税
・
国
民
健
康
保

財
政
課

紀
北
町
町
民
セ
ン
タ
ー
の

閉
館
に
つ
い
て

男
女
共
同
参
画
連
携

映
画
祭
延
期
の
お
し
ら
せ

危
機
管
理
課

高
齢
者
運
転
免
許
証

自
主
返
納
事
業
に
つ
い
て

総
務
課

男
女
共
同
参
画
週
間

令
和
２
年
度
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

『
そ
っ
か
。
い
い
人
生
は
、

い
い
時
間
の
使
い
方
な
ん
だ
。』

『
ワ
ク
ワ
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
』
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険
料
（
税
）・
水
道
料
を
滞
納
し
て
い

な
い
方
お
よ
び
持
ち
家
が
な
い
方

⑤
入
居
申
込
者
（
同
居
者
含
む
）
が

暴
力
団
員
で
あ
る
と
き
は
申
し
込
み

で
き
ま
せ
ん
。

※

申
し
込
み
多
数
の
と
き
は
選
考
に

な
り
ま
す
。

※

収
入
に
よ
っ
て
家
賃
が
変
わ
り
ま

す
。

※

他
に
も
随
時
募
集
し
て
い
る
町
営

住
宅
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

本
庁
建
設
課
管
理
係

℡（
46
）
３
１
２
０

海
山
総
合
支
所
産
業
建
設
室
土
木
係

℡（
32
）
３
９
０
３

　

尾
鷲
建
設
事
務
所
で
発
注
す
る
公

共
事
業
に
伴
い
発
生
す
る
建
設
発
生

土
に
つ
い
て
、「
建
設
発
生
土
の
民
間

受
入
地
の
公
募
要
領
」
に
基
づ
き
民

間
受
入
地
を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
尾
鷲
建
設
事
務
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

三
重
県
尾
鷲
建
設
事
務
所

工
事
統
括
課

℡（
23
）
３
５
４
２

　

毎
年
６
月
は
児
童
手
当
の
現
況
届

の
受
付
期
間
と
な
り
ま
す
。
今
年
度

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
現
況
届
出
書
に
返

信
用
封
筒
を
同
封
し
郵
送
で
の
提
出

を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か

ら
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
子
育

て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
」
か
ら

現
況
届
を
申
請
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
の
で
、
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

※

提
出
が
必
要
な
書
類
は
、
返
信
用

封
筒
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

●
必
要
な
も
の

〈
パ
ソ
コ
ン
ま
た
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

で
申
請
す
る
場
合
〉

①
パ
ソ
コ
ン

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

③
I
C
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ

〈
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
申
請
す
る
場

合
〉

①
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
読
み
取
り
が
可
能
な
も
の
）

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

※

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
住
民
課

で
申
請
で
き
ま
す
が
、
申
請
か
ら
交

付
ま
で
一
定
期
間
を
要
し
ま
す
。

※

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
対
応
し

た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
利
用
に
な

り
ま
す
。

●
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

　

操
作
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
に
電

話
で
対
応
す
る
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル℡（
０
１
２
０
）
９
５
０
１
７
８

受
付
時
間
（
平
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時
30
分

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
福
祉
保
健
課
地
域
福
祉
係

℡（
46
）
３
１
２
２

　

学
校
で
使
わ
れ
て
い
る
教
科
書
に

関
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
教
科
書
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
間　

６
月
12
日
（
金
）
〜
26
日
（
金
）

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所　

紀
北
教
育
会
館
１
階

大
ホ
ー
ル
（
相
賀
）

【
問
い
合
わ
せ
】

教
育
委
員
会
本
庁
学
校
教
育
課

学
校
教
育
係

℡（
46
）
３
１
２
４

職
種

税
務
職
員
（
高
校
卒
業
程
度
）

受
験
資
格

①
令
和
２
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、

高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を

卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
お
よ
び

令
和
３
年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校
ま

た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す
る
見

込
み
の
者

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
に
準
ず

る
と
認
め
る
者

申
し
込
み
方
法

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
申
し
込

み受
付
期
間

６
月
22
日
（
月
）
午
前
９
時
〜
７
月

１
日
（
水
）
受
信
有
効

※

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
が
で

き
な
い
環
境
に
あ
る
場
合
は
、
問
い

合
わ
せ
先
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

試
験
日

〈
第
１
次
試
験
〉
９
月
６
日
（
日
）

〈
第
２
次
試
験
〉
10
月
14
日
（
水
）
〜

23
日
（
金
）
の
い
ず
れ
か
指
定
す
る
日

【
問
い
合
わ
せ
】

名
古
屋
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
係

℡
０
５
２
（
９
５
１
）
３
５
１
１

（
内
線
３
４
５
１
）

険
料
（
税
）・
水
道
料
を
滞
納
し
て
い

な
い
方
お
よ
び
持
ち
家
が
な
い
方

⑤
入
居
申
込
者
（
同
居
者
含
む
）
が

暴
力
団
員
で
あ
る
と
き
は
申
し
込
み

で
き
ま
せ
ん
。

※

申
し
込
み
多
数
の
と
き
は
選
考
に

な
り
ま
す
。

※

収
入
に
よ
っ
て
家
賃
が
変
わ
り
ま

す
。

※

他
に
も
随
時
募
集
し
て
い
る
町
営

住
宅
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

本
庁
建
設
課
管
理
係

℡（
46
）
３
１
２
０

海
山
総
合
支
所
産
業
建
設
室
土
木
係

℡（
32
）
３
９
０
３

　

尾
鷲
建
設
事
務
所
で
発
注
す
る
公

共
事
業
に
伴
い
発
生
す
る
建
設
発
生

土
に
つ
い
て
、「
建
設
発
生
土
の
民
間

受
入
地
の
公
募
要
領
」
に
基
づ
き
民

間
受
入
地
を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
尾
鷲
建
設
事
務
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

三
重
県
尾
鷲
建
設
事
務
所

工
事
統
括
課

℡（
23
）
３
５
４
２

　

毎
年
６
月
は
児
童
手
当
の
現
況
届

の
受
付
期
間
と
な
り
ま
す
。
今
年
度

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
現
況
届
出
書
に
返

信
用
封
筒
を
同
封
し
郵
送
で
の
提
出

を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か

ら
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
子
育

て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
」
か
ら

現
況
届
を
申
請
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
の
で
、
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

※

提
出
が
必
要
な
書
類
は
、
返
信
用

封
筒
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

●
必
要
な
も
の

〈
パ
ソ
コ
ン
ま
た
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

で
申
請
す
る
場
合
〉

①
パ
ソ
コ
ン

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

③
I
C
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ

〈
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
申
請
す
る
場

合
〉

①
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
読
み
取
り
が
可
能
な
も
の
）

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

※

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
住
民
課

で
申
請
で
き
ま
す
が
、
申
請
か
ら
交

付
ま
で
一
定
期
間
を
要
し
ま
す
。

※

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
対
応
し

た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
利
用
に
な

り
ま
す
。

●
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

　

操
作
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
に
電

話
で
対
応
す
る
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル℡（
０
１
２
０
）
９
５
０
１
７
８

受
付
時
間
（
平
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時
30
分

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
福
祉
保
健
課
地
域
福
祉
係

℡（
46
）
３
１
２
２

　

学
校
で
使
わ
れ
て
い
る
教
科
書
に

関
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
教
科
書
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
間　

６
月
12
日
（
金
）
〜
26
日
（
金
）

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所　

紀
北
教
育
会
館
１
階

大
ホ
ー
ル
（
相
賀
）

【
問
い
合
わ
せ
】

教
育
委
員
会
本
庁
学
校
教
育
課

学
校
教
育
係

℡（
46
）
３
１
２
４

職
種

税
務
職
員
（
高
校
卒
業
程
度
）

受
験
資
格

①
令
和
２
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、

高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を

卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
お
よ
び

令
和
３
年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校
ま

た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す
る
見

込
み
の
者

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
に
準
ず

る
と
認
め
る
者

申
し
込
み
方
法

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
申
し
込

み受
付
期
間

６
月
22
日
（
月
）
午
前
９
時
〜
７
月

１
日
（
水
）
受
信
有
効

※

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
が
で

き
な
い
環
境
に
あ
る
場
合
は
、
問
い

合
わ
せ
先
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

試
験
日

〈
第
１
次
試
験
〉
９
月
６
日
（
日
）

〈
第
２
次
試
験
〉
10
月
14
日
（
水
）
〜

23
日
（
金
）
の
い
ず
れ
か
指
定
す
る
日

【
問
い
合
わ
せ
】

名
古
屋
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
係

℡
０
５
２
（
９
５
１
）
３
５
１
１

（
内
線
３
４
５
１
）

名
古
屋
国
税
局

税
務
職
員
採
用
試
験
受
験
者

募
集
の
お
し
ら
せ

学
校
教
育
課

令
和
２
年
度

教
科
書
展
示
会
の
お
し
ら
せ

福
祉
保
健
課

子
育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
で
児
童
手
当
の

現
況
届
を
提
出
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

建
設
発
生
土
の

民
間
受
入
地
募
集
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6 月の新刊案内図書室だより

海山図書室から 児童図書室から 紀伊長島図書室から

「猫を棄てる 
　父親について
　語るとき」

「図書名」/著者名

「焦眉 警視庁強行犯係・　口顕」
　　　　　　　　　　　 /今野敏 
「風と双眼鏡、膝掛け毛布」
　　　　　　　　　　 /梨木香歩 
「MISSING 失われているもの」
　　　　　　　　　　　 /村上龍
「公安狼」/笹本稜平 
「たおやかに輪をえがいて」
　　　　　　　　　　　 /窪美澄
「木になった亜沙」/今村夏子 
「透明な夜の香り」/千早茜
「老人初心者の覚悟」/阿川佐和子 
「あたらしい森林浴 地域とつく
る！健康・人材育成プログラム」
　　　　　　　　　 /小野なぎさ 
「プロの理論がよくわかる 一から
のパン作り」/竹谷光司 
「戦争に隠された『震度 7』 1944
東南海地震・1945 三河地震」
　　　　　　　　　　 /木村玲欧 
「すずまち流 やさしいつまみ細
工」/栗原宏予

村上春樹 

「どしゃぶり」

「図書名」/著者名

「とけいのおうさま」
　　　　　　　　 /こすぎさなえ
「ライフタイム いきものたちの一
生と数字」
　　　/ローラ・Ｍ・シェーファー
「ありがとう、フォルカーせんせ
い」/パトリシア・ポラッコ 
「なんでも魔女商会27 コットンの
ティータイム」/あんびるやすこ
「ウマは１本の指で立っている！
くらべる骨格動物図鑑」/川崎悟司
★かりた本は必ず返してくださ
い。☆ 6月は雨や父の日などを
テーマにした展示を行います。

おーなり由子

「逆ソクラテス」

「図書名」/著者名

■一般図書
「木になった亜沙」/今村夏子
「旅のつばくろ」/沢木耕太郎
「エンド・オブ・ライフ」
　　　　　　　　　　 /佐々涼子
「紙1枚に書くだけでうまくいく 
プロジェクト進行の技術が身につ
く本」/前田考歩　後藤洋平
「坊さん、ぼーっとする。 娘たち・
仏典・先人と対話したり、しなかっ
たり」/白川密成

■児童図書
「青春サプリ。自分がここにいる
理由」/青木美帆 他
「ヒロシマ 消えたかぞく」/指田和
「おれ、よびだしになる」
　　　　　　　　/中川ひろたか
「よなかかいじゅうイビキラス」
　　　　　　　　　/大串ゆうじ

伊坂幸太郎

KIHOKU TOWN LIBRARY

6月13日（土）午前10時30分～
えほんのよみきかせと、幼児
向けの工作あそびをします。

「よみきかせの会」
（児童図書室）

●海山図書室および児童図書室
【開室時間】午前９時～午後５時　※正午～午後１時閉室
【休室日】月曜日、祝日、年末年始（12月29日～翌年1月 3日）

●紀伊長島図書室
【開室時間】火～金曜日 /午前９時～午後６時　
土・日曜日 /午前９時～午後５時　※正午～午後１時閉室
【休室日】月曜日、祝日、年末年始（12月29日～翌年1月 3日）

※返却期間を過ぎている本をお持ちの方は、返却をお願いします。
【問い合わせ】　海山図書室　℡32- 3915　児童図書室　℡33- 0025　紀伊長島図書室　℡47- 3906

※図書室からのおしらせ※
 紀北町町⺠センターが閉館することとなり、図書室を移転するため、令和２年７⽉31⽇をも
って『海⼭図書室』は臨時休室します。貸出中の図書の返却については、海⼭総合⽀所の⽞関に
返却ポストを設置しますので、そちらへご返却ください。
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けんこうの広場

けんこうの広場に関する問い合わせ、申し込みは本庁福祉保健課地域保健係（℡46-3122）
または海山総合支所福祉環境室福祉保健係（℡32-3904）までお願いします。

紀北医師会休日診療当番表

受診希望の方は、事前に電話でご連絡ください。
診療時間　午前９時～午後５時
※日程や時間は変更がある場合がありますのでご注意ください。

【紀北医師会ホームページ】

http://kihoku-med.or.jp/

※1 歳 6 カ月児健診、2 歳 6 カ月児歯科健診、3 歳 6 カ月児健診は、幼児健診として同日に実施します。

◆ 救急医療情報システム ℡ 059-229-1199

※上記以外は、尾鷲総合病院で対応します。

か と う 小 児 科
日

日

6/7

6/21

月日 曜日 紀　　北

47-3341

電　　話

検（健）診などのおしらせ

場所 申し込み日時事業名

幼児健診

ちょい減らし ＋10　
チャレンジ

6 月 11 日（木）

令和 3 年
2 月 28 日（日）

まで

海山総合支所別館 2 階
けんこうの広場

備考

記録表は本庁福祉保健課または海山
総合支所福祉環境室で配布していま
す。※町ホームページからもダウン
ロードできます。

対象者には通知を
郵送します。

※

※予定しておりました「すくすく子育て相談」は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止させていただきます。ご相談などがありましたら個別に対応
させていただきますので本庁福祉保健課（℡46-3122）までお気軽にご連絡ください。

塩分をとりすぎると、血管に負担をかけ血圧が上がりやすくなります。
今より塩分をちょい減らして、血管にやさしい食生活を送りましょう。

めん類の汁は残す

汁を半分残すと塩分１.６ｇ減 !

2
しょうゆやソースは
かけずにつける

1

ウスターソースは大さじ１杯で
塩分１.5g。つけて食べると半
分以下の塩分に！

食卓に調味料を置かない

3

食べるとき
編

「ちょい減らし＋10」より＂ちょいと＂いい話

塩ひとふり減らすと

塩分０.６ｇ減 !
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お
誕
生
お
め
で
と
う  

住　

所　

子
の
名
前　
　

 

保
護
者

長　

島　

磯
﨑　

雅
孔　

 

侑
音

相　

賀　

兵
後　

晴
凰　

 

佑
昇

引
本
浦　

山
本　
　

暖　

 

貴
也

住　

所　

氏　

名　
　
　

 （
年
齢
）

長　

島　

山
口　

正
利　

 （
97
歳
）

長　

島　

西
田　

憲
一　

 （
73
歳
）

島　

原　

谷　
　

利
博　

 （
72
歳
）

三　

浦　

中
野
た
か
子　

 （
70
歳
）

東
長
島　

中
野　

恒
子　

 （
78
歳
）

島　

原　

谷　
　
　

昇 　
（
90
歳
）

長　

島　

宮
原　

き
よ 　
（
95
歳
）

古　

里　

大
西　

一
衛 　
（
84
歳
）

三　

浦　

中
野　

良
彦　

 （
78
歳
）

東
長
島　

北
村　
　

稔　

 （
84
歳
）

長　

島　

井
谷　

幸
二　

 （
85
歳
）

海　

野　

小
川　
　

驍　

 （
89
歳
）

引
本
浦　

尾
﨑　

文
郎　

 （
47
歳
）

中　

里　

松
永　

元
枝　

 （
105
歳
）

引
本
浦　

濵
田
み
ち
よ　

 （
88
歳
）

島
勝
浦　

尾
﨑　

弘
和　

 （
90
歳
）

相　

賀　

奥
村　

花
美　

 （
93
歳
）

引
本
浦　

濵
田　
　

郎　

 （
78
歳
）

引
本
浦　

森
下　

長
生　

 （
83
歳
）

小
山
浦　

川
端　

康
彌　

 （
80
歳
）

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

戸籍の窓
【令和２年４月１日～ 30日受付分】

（敬称略）
本人または、親族の方の了承を得て掲載しています。

【
令
和
２
年
４
月
１
日
〜
30
日
受
付
分
】

善
意
を
あ
り
が
と
う

〜
紀
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
〜

（
敬
称
略
）

矢
口
浦　

塩
谷　

光
久　
　
　

五
万
円

島
勝
浦　

尾
崎　

一
子　
　
　

二
万
円

引
本
浦　

廣
下　

伸
哉　
　
　

二
万
円

引
本
浦　

濵
田
祐
紀
央　
　
　

二
万
円

矢
口
浦　

塩
谷　

光
久　
　
　

五
万
円

島
勝
浦　

尾
崎　

一
子　
　
　

二
万
円

引
本
浦　

廣
下　

伸
哉　
　
　

二
万
円

引
本
浦　

濵
田
祐
紀
央　
　
　

二
万
円

　弁護士による無料法律相談を次のとおり２会
場にて開催します。困り事、争い事の法律的な
ご相談をお受けします。秘密は厳守します。お
気軽にご相談ください。

※相談時間は１名30 分以内で、定員は各場所５
名です。相談を希望される方は、前日までにご
予約をお願いします。※同一内容での相談は原
則 1回限りです。※キャンセルされる場合は前日
までにご連絡ください。※紀北町を訴訟相手とす
る場合、相談内容が訴訟中で現在裁判所で審理
中の場合、当事者間に係争がある場合の双方同
時の相談は原則として利用できません。
【問い合わせ・申し込み】　
本庁住民課住民係　℡46-3117

　６月に予定しておりました「行政・人権相談」
は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中
止することとなりました。
　ご相談などありましたら、お問い合わせくだ
さい。
【問い合わせ】　
本庁住民課住民係　℡46-3117
海山総合支所住民室住民係　℡32-3902

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、次
の事業を一時休止します。
○自衛消防訓練
○各種救急講習
ご理解とご協力をお願いします。
【問い合わせ】
三重紀北消防組合消防本部総務課　℡22-2021

日時・場所　ご相談に応じます。
対象　こころの健康に関する悩みを持つ方や　
　　　ご家族
【問い合わせ・申し込み】　
本庁福祉保健課地域保健係　℡46-3122

日程 時間 場所

午前10時30分～正午

午後1時～2時
社会福祉会館

１階

老人福祉センター2階午後3時～5時30分

6月
17日（水）

無料法律相談（予約制）

普通救命講習

行政・人権相談

こころの健康相談



広報きほく2020年6月号 24

2020.6
N
o.176

（
令
和
2
年
5
月
1
日
現
在
) ※
外
国
人
を
含
む

■
人
口
：
15,487

人
　
　■
世
帯
数
：
8,049

世
帯

■
男
：
7,276

人
　
　
　
　女
：
8,211

人

〒
519-3292

三
重
県
北
牟
婁
郡
紀
北
町
東
長
島
769

番
地
1

TEL 0597  (46)  3113　
　
　
FA
X 0597 （

47） 5908
（
直
通
）

（
直
通
）

にじいろスマイル満１歳笑顔満１歳笑顔

「にじいろスマイル」のコーナーに掲載希望の方は、誕生月の前月の10日までに
本庁企画課広報係または、海山総合支所総務室までお申し込みください。

新型コロナウイルス感染症に関する町民の皆

さまへのお願い

特別定額給付金（10 万円）のご案内

令和２年度子育て世帯への臨時特別給付金・

持続化給付金のご案内

融資のご案内

令和２年３月定例会

『空き家』を所有している方へ

肺がん・結核検診、大腸がん検診（無料）の

おしらせ /結婚新生活支援事業費補助金

P02

P03

P04

P05

P06

P14

P15

歯とお口の健康週間

各種表彰受賞 /地域おこし協力隊着任

Kihoku Playback

くらしの情報

図書室だより

けんこうの広場

戸籍の窓

にじいろスマイル
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広報きほく 6 月号 C O N T E N T S

大川　悠真くん

令和元年 6月 28 日生まれ

お姉ちゃんたちとナカヨク大きくなって
ね♡

＜船津＞伸矢・真奈美さん

ゆうま

竹尾　奏菜ちゃん

令和元年６月20日生まれ

これからもお兄ちゃんと仲良く遊んでね　
１歳の誕生日おめでとう

＜東長島＞誠・沙紀さん

かんな
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